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秋田県は豊かな自然に恵まれ、その中で先人たちが育み、築き上

げた歴史と文化がいろいろな形で受け継がれております。県土に刻

まれた埋蔵文化財もその遺産のひとつであります。

現代に生きる私たちが、自然と調和し安全に暮らせる環境をつく

る施策のひとつとして、河川改修が進められております。このたび

県営芋J[1災害復旧関連等緊急事業の工事区域内に大浦遺跡が存在す

ることがわかり、平成12年度に記録保存のための発掘調査を実施し

ました。

調査の結果、大浦遺跡は中世の集落跡であり、その前後の時期に

も人々が生活していたことが判明しました。また、検出された中世

の道路跡は、県内において調査例の少ない遺構です。

本報告書は、これらの調査記録をまとめたものです。本書が埋蔵

文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史と文化を研究する資料と

して、多くの方々に御利用いただければ幸いです。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御協力いただきまし

た秋田県建設交通部芋jli災害復旧事務所、本荘市教育委員会ならび

に関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

平成14年3月

秋田県教育委員会

小野寺 清
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1 .本書は、芋川災害復旧等関連緊急事業に伴い、平成12(2000)年度に発掘調査した本荘市大浦遺

跡の発掘調査報告書である。調査の内容については、すでにその一部を埋蔵文化財センタ一年報な

どによって公表してきたが、本報告書の記載内容を正式なものとする。

2.本書に使用した地図は、国土地理院発行の 5万分の 1r矢島j. r本荘j. r羽後和田Jおよび秋
田県建設交通部芋川災害復旧事務所提供の 1千分の l地形図である。

3.遺跡基本層位と遺構土層中の土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人

日本色彩研究所色票監修『新版 標準土色帖j1994年版によった。

4.本書に使用した空中写真は、株式会社ハイマーテック及び株式会社シン技術コンサルに撮影を委

託したものである。なお、図版2 1は平成10(1998)年10月27日に撮影されたもので、芋川災害

復旧事務所より提供を受けたものである。記して感謝する 0

5. 第5章「自然科学的分析jは株式会社パレオ・ラボに分析を委託した成果報告である。

6.本遺跡の報告書作成にあたり、以下の方々から御教示をいただいた。記して感謝申し上げる次第

である。(順不同、敬称略)

安部実(山形県立博物館学芸主査)

塩谷!II夏耳(秋田大学教育文化学部非常勤講師)

汐見一夫(鎌倉考古学研究所)

藤淳良祐(財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター副所長)

山口博之(財団法人山形県埋蔵文化財センター調査研究員)

八重樫忠郎(平泉町教育委員会文化財センタ一文化財調査員)

7φ 本書の草稿執筆は、第 1・2. 6章を鈴木茂、第3章を鈴木茂、熊谷誠、第4章を粟j幸光男、鈴

木茂、田村瑞保が行い、編集は粟津と鈴木が行った。

凡 例

1 .遺構番号は、その種類ごとに下記の略記号、検出願

いと判断したものは欠番とし

S B . .掘立柱建物跡 SA.・柱穴列 S KP . .柱穴技ピット S K 1 . 

S E . . .井戸跡 S K. . .土坑 SN. . .鍛冶炉跡 S D . . .溝跡

を付し、検討の結果、遺構ではな

SM. . .道路跡 S x. . .その他の遺構

なお、遺構図面中に記したPは竪穴状遺構、掘立柱建物跡に伴うピット、 Sは際、 RWは板材を

している。

2.遺跡基本層位にはローマ数字を、

3.挿図中の遺物番号は、遺構内外の

をイ吏用した。

を付し、図版中の番号と対応する。

4.挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。
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第 I章はじめに

第 1節調査に至る経過

大森町保呂羽山(標高438m)北麓を源流とする芋川は、子古川水系最大の支流であり、大内町・

本荘市を主な流域とする。その流域面積は234km2を有し、米をはじめとする農産物を育み、周辺地域

における社会・経済の基盤をなしている心しかし、 J11幡が狭く蛇行箇所が多いため過去に何度となく

氾濫を繰り返し、道路・住宅・農業施設等に多大な被害をもたらしてきた。このため芋JlI改修は、流

域住民が積年の願いとするところであったが、平成10(1998)年度から災害復旧助成事業の拡充・河

川災害復旧等関連緊急事業のひとつとして改修されることになった。平成11(1999)年度に着工した

平成14(2002)年度までに完成する予定である。

河川改修区域(第 112{1) には埋蔵文化財aが包蔵されている可能性があることから、埋蔵文化財包蔵

地の確認と今後の対応について、芋)11災害復旧事務所より秋田県教育委員会に調査の依頼があった。

秋田県教育委員会では、工事対象区域内の分布調査を実施し、工事対象区域に係る埋蔵文化財包蔵地

と確認された地区については、今後範国確認調査が必要であること、範囲確認調査の結果、記録保存

の必要な埋蔵文化財包蔵地については発掘調査を実施すべきことを回答した。平成立 (1999)年度に

大浦遺跡の範回確認調査を行い、遺跡、の一部が工事対象区域に及んでいることを確認し、協議の結果、

事業計画との関連から平成12(2000)年度に発掘調査を実施するに至った。

第2節調査要項

遺 跡 名大浦遺跡(おおらいせき) (遺跡略号60R) 

遺跡所在地秋田県本荘市大浦字八走145番地外

調査期間平成12年 5 月 22 日 ~10月 13 日

調査面積 13，700m
2

調査主体者秋田県教育委員

調査担当者栗浮光男(秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財主査)

鈴木 茂(秋田県理蔵文化財センタ

熊谷 誠(秋田県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)

田村 瑞保(秋田県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)

総務担当者佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター総務課課長)

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課

隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課

(平成13年4月転出 現 中仙町立清水小学校

調査協力機関 秋田県建設交通部芋川災害復旧事務所 本荘市教育委員会

-1-
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遺跡の環境第2章

遺跡の位置と立地第 l節

大浦遺跡のある本荘市は、秋田県南西部に位置する本荘・由利地方の中心都市である。東方は東由

利町に、北は大内町・岩城町に、南は由利町に、南西は西日町に接し、酉方は日本海に面しているの

鳥海山麓に源を発し芋J11 .石沢川等の支J11をもっ子古J11が、市内のほぼ中央部を北西に向かつて流れ、

海III麓線がに本荘平野を形成している。また市内を南北に羽越本椋が縦貫し、南東にのぴるj可口

これに接市内と矢島町とを結んでいる。さらに、海岸沿いに秋田と山形とを結ぶ国道7号線が走り、

続する国道105・107・108号糠がそれぞれ内陸にのびており、交通の一大要街地となっている。市域

は東西方向約16km、南北方向約20km、周囲約91.5kmにわたり、総面積は約189.50krrrにのぼる。本遺跡

J R羽越本線羽後本荘駅の北約1.8kmの地点にあり(第2悶)、は、北緯39024〆01庁、東経140
003〆35/1，¥

により、開発著しい子吉川北岸地域由利組合総合病院の移転、秋田県立大学本荘キャンパス

に位置している。遺跡が隣接する砂子地区にも近年新興住宅地が造成されるなど、遺跡周辺部はその

140
0 

@ 
景観を大きく変えようとしている。

遺跡周辺の地形を地形区分図(第3図)に

よって大まかに見ると、東から権現山山地(1 

-鬼倉山山地(1 b)、出羽丘援に連なa ) 

i低地(盟-i
 
j
 

る中央丘陵地 (IIc )、

川丘陵地 (IIb . a .盟 c)、北由利・

II d )があり、その西に本荘・西日砂丘地(ill
40" 

g'皿h)があって海岸線に至っている。

跡は芋川低地の西端、北由利丘陵地の麓にあ

に形成された標高6.0m~6.8m

の河岸段丘上に立地している。

2節 歴史的環境

り、芋JII

-ヲ
ピ

l.) 
/ 

;:-.¥.-..... 
.i 

大浦遺跡は、中世を主体とする遺跡である。

このほか、平安時代や近段以降の遺物も確認

した。『秋田県遺跡地図(由利地ほ版)jによ

ると、本荘市内では縄文時代から近世までの

ここでは遺跡が83箇所で確認されているが、

30km 。し、発掘調査された遺大浦遺跡の昂辺

区ヨ本荘市

遺跡位置思第 2図

3-

を概書見する

においては!日

跡を中心に歴史的な

今のところ、
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第2節 !恋史的環境

代の遺跡は確認されていない。しかし、近接する大内町才ノ神・鳥海町国見などで!日石器時代の遺跡

が確認されており、この地域の豊かな自然が、古くから人々に多大な恩恵を与えていたことを窺わせ

る。

縄文時代では、早期から晩期まで計30遺跡が確認されている。早期の神沢遺跡(5 -1 ) ・菖蒲崎

貝塚(5 -16) ・子古川底遺跡(5 -17)、前期の親J11冷水遺跡 (5-4) ・深沢遺跡 (5-6) 

菖滞崎貝塚・子古川底遺跡・船岡台遺跡(5 -27) ・土谷白山遺跡(5 -74)、中期の田尻遺跡(5 

-19) ・薬師堂遺跡(5 -24) ・党天野遺跡(5 -40) ・船岡台遺跡・鳴瀬遺跡(5 -79)、後期の

親川フタノ沢遺跡 (5-5)・大鴻遺跡(5 -13) ・田尻野遺跡(5 -20) ・熊野神社遺跡(5 -51)・

上谷地遺跡(5 -68)、晩期の大浦遺跡・田尻野遺跡・長老沼遺跡(5 -21) ・東町遺跡(5 -22) 

小友金山遺跡 (5 52)、時期不詳の三条山遺跡(5 -35) ・山内 I遺跡(5 -45) ・滝ノ沢遺跡(5 

-46) ・山内H遺跡(5 -47) ・山内E遺跡(5 -48) ・宮ノ腰遺跡(5 -57) ・光禅寺前遺跡(5 

-58) ・石脇中町遺跡(5 -63) ・大原田遺跡(5 -76) ・小友1I1事遺跡(5 -83)がある。

( 5 -81)は、本荘市・西日町の境界に位置する。本荘市域分の遺跡の詳細は不明だが、西日町側か

らは縄文時代前・中・後期の土器が出土している。これらのうち調査が行われたのはj中沢@船岡台・

菖蒲崎貝塚.r~鳥 j頼 a 上谷地の 5 遺跡である。神沢遺跡は、昭和43 (1968)年に本荘市教育委員会が発

掘調査し、縄文早期後半の土器・石器が出土した。船何台遺跡も同年、本荘市教育委員会が発掘調査

した。この調査では竪穴住居跡l軒、土坑8基が確認され、縄文土器や石斧、石鍛、凹石、魚、形文刻

石が出土した。また、菖蒲111奇貝塚は、昭和59(1984)年、遺跡の範囲確認を目的に本荘市教育委員会

が詳細分布調査を行っている。同遺跡は芋J11が子古川に合流する突端、標高 1m前後の低いところに

ある。貝1曹は地表下3m程の所にあり、厚さ30cmほと手で、西南に向かつて傾斜していると考えられる。

また、鳴瀬遺跡は昭和59(1984)年に本荘市教育委員会が分布調査を行い、縄文中期中葉の土器片が

出土した。上谷地遺跡は、本荘市教育委員会がこれまで4次にわたる調査を行い、平安時代の遺跡と

して周知されてきた。同遺跡は、早くから郷土史・考古学上の大きな関心事である由理柵の所在地と

しての可能性も指摘されてきたが、平成13(2001)年に行われた秋田県教育委員会の発掘調査では、

トチの実のあく抜きをした縄文時代後期前半の水さらし場遺構が確認され、縄文時代の遺跡として注

目された。なお、弥生時代の遺跡としては、親川遺跡(5 3 )が1箇所確認されているのみである。

奈良・平安時代では、土谷遺跡(5 -18) ・葛法窯跡(5 -31) ・雪車町遺跡(5 -53) ・新漆畑

遺跡(5 -61) ・中ノ日遺跡(5 -62) ・新ウルイノ遺跡(5 -65) ・横山遺跡(5 -66) 

跡(5 -67) ・上谷地遺跡・新谷地遺跡(5 -69) ・土花遺跡(5 -75) ・子吉大堤遺跡(5 -78) 

と12遺跡が確認されている。これらのうち調査が行われたのは、土谷・葛法窯跡・来rr漆畑・横山・大

覚・上谷地・新谷地・土花の8遺跡である。葛法窯跡は、昭和51(1976)年、本荘市教育委員会が分

布調査を兼ねた発掘調査を行った。窯跡3基が確認されたほか、須恵器の杯・台付杯・台付椀・

などが出土し、操業時期は8世紀後半から 9世紀初頭までと考えられる。土谷遺跡は昭和62(1987) 

年、本荘市教育委員会が範囲確認調査を行い、羽口・鉄浮などのほかに須恵器系中世陶器なども出土

した。新漆畑遺跡は平成10(1998)年、大覚遺跡は平成12(2000) いずれも本荘市教育委員会に

よる工事立ち会いで調査が行われ、新漆畑遺跡からはフイゴ羽口や大量の鉄浮などが、大覚遺跡から

は祭記用木製品などがそれぞれ出土した。平成13(2001)年、横山遺跡を秋田県教育委員会が、新谷

-5  
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第2節歴史的環境

地遺跡・土花遺跡を本荘市教育委員会が、また前述した上谷地遺跡は秋田県と本荘市の教育委員会が、

別々に発掘調査をしている。このうち横山遺跡では、県内で初めて平安時代の水田跡が確認された。

このことは、文献上「由理柵JI由理駅JI紺方駅Jがあったとされる本荘・由利地方はもとより、出

羽地方における古代社会の様相をより具体的にするものとして特筆に値する。本荘市教育委員会の長

谷川潤一氏は、「本荘由利で発掘調査が実施された遺跡数は決して多くはないが、偶然にも発掘調査

されたほとんどの遺跡から向年代の遺物が出土している上、未調査遺跡からの出土例も多い。これよ

り以前の平安時代初頭、までの遺物の報告例が少なしこの傾向は県内の他の地方でも大凡向様と思わ

れるが、この地方における集落数の増加がうかがわれ生産活動が活発になった時代なのだろうJ(註1)

とし、 9世紀後半から10世紀前半までをこの地域における大きな変革の時期としているが、ここ数年

の間に行われた発掘調査の成果が長谷川氏の指摘をさらに裏付けていくものと思われる。

平安時代末期から鎌倉時代初期にかけての由利郡を支配したのは、由利氏であるというのが通説で

ある。『吾妻鏡Jには、文治5(1189)年の奥州合戦の際、鎌倉方と戦い捕らえられたものの、武人

らしい振る舞いが評価され、本領を安堵された由利維平の記事が見られる。その後、由利郡地頭職は

建保元 (1213)年の和田合戦を経て、幕府女房であった大弐局の手に移り、その死後は一族・小笠原

氏が郡内の所領を管理していくことになる。その後の詳細は明らかではないが、郡内における小笠原

一族を称する国人の活動から、小笠原氏の後喬が郷単位に分立支配をしていたものと推定される。小

笠原氏は当初一族を通じて郡を支配したものと思われるが、分割譲渡を重ねる聞に地縁的結合を深め

た庶子が郷名を姓とするに至り、党的成長を遂げて独立的勢力になったものと判断される。(註2)北条

得宗家の専制化・鎌倉幕府の瓦解・南北朝の争乱と時代が激しく推移していく中、由利郡内において

も大きな変遷が見られたことは想像に難くないが、やがて当地域は小豪族が割拠して抗争を繰り返す、

いわゆる「由利十二頭Jの時代に入っていく。以上が、文献が示す極めて大まかな由利中世史の概略

であるが、当時の支配の様相を具体的に示す文献史料は極めて乏しい。それ故に統治・軍事上拠点と

なった中世城館跡は、当時の人々の生きた証を今に伝える史料として第一級の価値をもっと言える。

本荘市内では、これまでに29箇所で中世城館跡、が確認されている。これらの城館は立地上、山城・平

山城・平城に大別されるが、いずれも子古J11.石沢J11・芋J11の各流域の段丘や丘陵上の要衝に位置し

ており、軍事・交通・経済等に対する配慮が窺える。古くからの港である松ヶ崎にほど近い深沢遺跡

からは、昭和59(1984)年に須恵器系中世絢器に入った中世銭貨2，343枚が見つかるなど、由利郡内

においても貨幣経済が相当程度発達していたこと・日本海交易が活発に行われていたことを想像させ

る事例も報告されている。(註3)

「由利十二頭jの時代は、天正18(1590)年の奥羽仕置・太閤検地をもって終駕を迎える。豊臣政

権下での軍役維持を目的に設定された由利五人衆は、中央政権の-末端機構に組み込まれていくが、

その体制も長くは品売かない。慶長7 (1602)年、由利一円は関ヶ原の戦いの功により最上義光に与え

られ、その重臣楯向豊前守満茂が新領主として入部した。これまで3回にわたって本荘市教育委員会

が発掘調査している本荘城(5 -64)は、満茂が由手IJ統治の拠点として尾崎山に築いた。その後、領

主の交代を見るが、本荘は江戸期を通じて近代城下町としての発展を遂げていくことになる。



第 2章

第 l表大浦遺跡周辺の遺跡一覧表

『秋田県遺跡地図(由利地区版)j収載の周知の遺跡

番号 遺跡名 所 在 地 日寺 代 備 考

5 -1 神沢 本荘市神沢 縄文(早期) 1968(昭和43) 本荘市教委による発掘

調査。縄文早期後半の土器・石器出土。

5-2 大野館 本荘市松ケUl奇字築館 中世 別名築館。周閤 l本の帯郭をまわした単

郭。館主についての伝承あり。

5-3 親川 本荘市親川字ツツヂ山 弥生 土器片が出土。宅地。

5-4 親1IJ(令水 本荘市親JII字槻木林 縄文(前期) 土器片が出土。 畑地口

5-5 親111フタノ沢 本荘市親川字金ケ沢 縄文(後期) 土器片が出土。畑地。

5 6 深沢 本荘市親JlI字深沢 縄文(前期) 1984 (昭和59)年、中世銭貨2，343枚が出
中世 土。

5-7 黒i頼館 本荘市内黒j頼字坂ノ下 中世 本荘市と大内町の境界に位置。 ?主主にE 

城者等は不明。

5-8 平岡館 本荘市内越字平岡 中世 別名寒風館。変形の長方形をなしており、

平城に近い。 についての伝承あり。

神社地口

5-9 巣子館 本;庄市赤田字巣子 中世 赤田盆地の東部出並みの中 し、主

郭は平地。見張りを使命とした館か。

5 -10 後田館 本荘市赤田字古館 中世 別名古舘。三つの郭からなり、方形に近

い形を呈する。館主についての伝承あり。

山林。

5-11 阿久根館 本荘市赤田字阿久根 中世 についての伝承あり。本館跡の西北

西に位置する後間館の見張り台か。

5 12 赤田金山 本荘市赤田字金山 不明 製鉄炉跡。羽口が出土。

5 -13 大浦 本荘市大浦字八走145番地外 縄文(後・晩期) 2000 (平成12)年、秋田県教委が発掘調査。

-中世 掘立柱建物跡、井戸跡等の遺構が検出。

5 -14 111日館 本荘市111 中世 {谷称 と称する丘暖地上に位置。

館主についての伝承あり。開発により消

j成。

5 -15 本J庄市川 中世 四つの郭からなり、築~時期は戦国期と

思われる。館主についての伝承あり。 111

林。

b 16 本荘市川 縄文 -前期) 1984 (昭和59)年、遺跡の範囲確認を自的

に本荘市教委が詳細分布調査を実施。

5 -17 子古川底 本荘市川口字下菖蒲崎付近川底 縄文 -前期) 土器片が出土。

5 18 土谷 ノ沢 1987(昭和62)年、 :~ÎI市教安が範|丑i催誌、

中世 中tlt陶器・羽口等
が出土。

5 -19 田尻 縄文(中期) !日尾花沢遺跡から

5 -20 田尻野 本荘市石脇宇田尻野10-1 縄文(後・晩期) !日竜巻遺跡から遺跡名変更。

タト

5 -21 脇字上長老 縄文(晩期) 土器片・石匙・石倣・

5 -22 東町 本ユI:i::rll果判j子59-2番地外 縄文(晩期) 土器片が出土。

5 -23 本荘市出戸町字水林 中世 五方向に突出した尾根を利用した放射状

の館跡。館主についての伝承あり。Ll杯。

5 -24 ~入ヰ士巾* ノ下 縄文(中期) 土器片が出土。

-8-



k牙k苛2~1J 

所 在 地

5 -341 :万願寺館 |本荘市万願寺字荒田目 |中世 館主・築城年代等は不明。周辺に館ノ

内ー堀切・九日町等の小字名が残る。

5 -35 二条LU 本荘市三条字定ケ沢 縄文 i二器片が出土。

5 -36 上野館 本荘市上野字上野 中世 丘陵の頂上部分と下部の二地区とに大き

く分けられる D 宣言主ー

山林。

5 -371岩館 i 本 ~i王子百鳥川字岩館 i仁1::1世 |別名水沢館.)芝i川館。大きく二郭からな

る。長官主についての伝示あ f)0 UI材、

5 -381 q~1 世 -， :~主郭を呈しており、大きく三

郭に区別できる口舘主につい

V) 0 111林口

5 -39石沢館 中山: 館跡。宅地・水出。民有。

5 --40 先天野 縄文(中期) 土器片が出 畑地。民有。

5…41 大館 中世 石沢}I!中流左岸の丘陵を利用したUJ域。

方形に泣い形を呈する。館主についての

(云江tあり。

5 -421高館 本;-FF市湯沢宇高踏 中Ilt 南北に長い連郭~.~c 石沢JI! で対岸

に根域結-大自lUを望む。館築i成年代

等は不明。

5 -431 長方形に近い平面形を呈し、北端は石沢

JI!に接している。館主・鋭峠ニμ生立川三付1111

は不明。

5 -441烏111I=! UJ館 I ~本沿:市品 111 百字山館 |中世 |館主・築城者・ 必吉15lj[¥

切と思われるものがある。

5 -451 UJ内 I 縄文 民有。土器片・

5 -46 滝ノ沢 縄文

5 -47 11I P~J II 縄文

111 i*J III 縄文 採草地。民存。土器片・石器片が出土。

I!J I企 館跡。山林。民有。

r-!寸世 館跡。 111林。民有。

番号| 遺跡名

5 -251理由小館

広
Uつ中

「
円

U

ハUつPU】
一」

υ

5 -30 

5 -31 

5 -32 

中世

中佐

5 -331荒城館 中世

9 



中i仕 |銅鏡が出土。

縄文 |石器片が出土。

縄文 |石器片が出土。

不明 |鉄浮が出土。

鉄i宰が出土。

1998(平成10)年、本J江市教委が工事立ち
土師器片-鉄i宰等が出土。

第2章遺跡の環境

5-511熊野神社

5-叫小友金山

口当豆町 古代

中世

中I1士

判ff;町
代
一
文
一
世

古
一
縄
一
近

5 -65新ウルイノ 本荘市畑谷字新ウルイノ 平安

5 -66横山 本荘市福山字横11197-1番地外 平安

5 -671大覚 l本荘市川口字大党 平安

5 -681上谷地 縄文(後期)

平安

5 -691新谷地

5 -7C 岩瀬堤

5-71 土谷田ノ沢

5 叫土谷堤下

5 -731土谷堂ケ沢

明
一
明
一
明
一
明

不
一
不
一
不
一
不

草地。神社。土器片が出土。

lu林。土器片-
|土師器片が出土。

中肝陶器がIH土日

中世陶器片が出土c

土器片が出土。

1994 (平成6)年・ 2000(平成立)年・ 2001
(平成13)年、本荘市教委が大手門跡地・
本丸・三の丸をそれぞれ発掘調査。

土師器片が出土。

-中i止

さらし場jlU誌が検出。

2001 (平成13)年、
土師器-木製品などが出土する。

鉄淳・羽口がU=I土。

鉄i宰が出土。

山林。民有。

LlJ林。

土器が出土。 111;件。民有。

2001 (平成13)
を実施。空堀と思われる大溝等を検出し

ている。

石器が出土。山林。民有口

陶器片が出土。原野。民有。

土師器片・羽口・鉄浮が出土。

|附(昭和5州、

中世 [伝えによると郭の北西部に二条の土討す

あったという。館主についての伝承あり。

制丈(fjij.中間)I遺物包含地}京貯υ 両日 1I可との境界に{立



第2節歴史的環境

番号 遺跡名 pfr 在 地 時 代 者J 

5 -82花見館 本荘市館宇闇鮎ノ上 仁I=I-Ifr られないが、地勢

されたと思わ

れる。

5 -831小友1I1宇 l本荘市北ノ又 l縄文 i石器が出土。

註

・地臨及び一覧に付した番号のうち、 5 13などのような番号は、『秋田県遺跡地図(由利地区版).]に収載されてい

る遺跡の市町村登録番号である。 5は本荘市を示している。

についての記述は、『秋田県遺跡地国(由利地区版)jに記載されている内容に、遺物を実見し

会の長谷川潤一氏の御教示を付加してまとめたものである。

註 1. ム
T

一
本荘市文化財保護協会機関誌『鶴舞j

1999 (平成11)年

註 2.

参考文献

・本荘市教育委員会

1971 (昭和46)年

.本荘市教育委員会

-秋田県農政部農地整備課

・塩谷)11&耳 f中世の秋田J 秋田魁新報社
・本荘市史編纂室 f本荘市史

-本荘市教育委員会

集

1978 (昭和53)年

本荘j 1980 (昭和年

1982 (昭和57)年

1984 (昭和59)年

1985 (昭和60)年

1987 (昭和62)年

1988 (昭和63)年

「本荘市上谷地遺跡について 由理柵跡推定地の調査 J r秋田県埋蔵文化財センター
4 )年

1994 (平成6)年

第 l次調査概報

1995 (平成7)年

-高橋 学 「秋田県内出土の銭貨資料集成J r秋田県埋蔵文化財センター研究紀要j 第11号 1996 (平成8) 
年

ム一品 第2

1996 (平成8)年
主』
ヨ三三 つ。

合
同
ノト一一/

ム一品 第4

1998 (平成10)年
1999 (平成11)年

『御獄公園館跡 緊急、地方道路整備事業象潟矢島線に係る埋蔵文化財発掘調査報告書-j

2001 (平成13)年

日火田県遺跡地図(由利地!亙版)j 2001 (平成13)年

日開Iの文化財第 l集 阿の史跡と遺跡j 2001 (平成13)年

-11-



第3章発掘調査の概要

1節遺跡の概観

は、前章で述べたように、芋JI[右岸の湾岸段丘上に立地している。 遺跡の標高は西部が

6.8m、中央部が6.7m、東部が6.2m、南東部が6.0mで、あり、地形は南東向きの緩い傾斜となってい

る。 J室跡の北側は一段低い水田で、南側と東側は芋JIIを技んで市街地となっており、西側には新興住

宅地がある。この新興住宅地の西側には旧国道105号が北京~南ヘ弧を描くように走り、そのさらに

西側には標高100~200mの丘陵地が速なっている。

遺跡は、以前南東側に大きく張り出していたと思われるが、昭和28(1953)年に行われた芋川河川

改修で、その景観を大きく変えることになる。この時、縄文後~晩期の土器・石器が多数出土したほ

か土師器や出物(柄杓)等も出土した。以後、大浦遺跡は縄文・古代の複合遺跡として広く周知され

ることになるが、これらの出土品の保護に奔走したのが、当時の本荘高校教諭佐藤正吉氏であった。

遺物は、その後しばらくの問、県立博物館・本荘市教育委員会・往藤氏私宅の3ヶ所で保管されてい

たが、平成12(2000)年に佐藤氏保管分の遺物が本荘市に寄贈され、本荘市郷土資料館が展示・収蔵

している

となったのは、北東一南西約290m、北西 南東約82mの範囲で、ある。また、

内は大正末期から昭和初期にかけて行われた大規模な土地改良等により、かなりの土最が動か

されたと

ら

の残り方は良好とは言えないが、これらの撹乱を免れた北東部・西端部か

した。なお、調査区内は、以前水田として使われていたが、ここ数年は去な

る荒事地となってしミたc

2節調査反基本層位

遺跡の基本土層は比較的一定であるが、南側は、前述したように大規模な土地改良等によりかな

り盛土されていたため、堆積のしかたが多少異なっていた。基本層{立の観察は、遺跡の南西から北京

る!日農道南壁を利用して行うた f第5問)

I層 精褐色了iては)にぶし を復つ (耕作土) 之
-eco) 

~37cmo 

日 ( -_ られる水田の

1伊，.子、
，..，.-.J".l V 

を含んでいる

ない箇所は、第N層のi新移!冨となる。層厚 2~23cmo 

砂質土で海岸の砂が風によって遅ばれ堆積したと思われる。

途切れる箇所もある。第N層の漸移層である。層厚 2~30cmo 

~黄褐色土 本遺跡における遺構確認面であるらしま

りが非常に強し質…1-，でも天候による粘性の強弱変化が著ししに地UJ

である η

国
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第 5図 遺跡基本層位と東部地区遺構配置図



空合つ色f写
ン10 、ノエミiJ

調査の方法第3節

されている芋川河川改修工事の河川中心杭(No.18)

この杭から磁北に合わせた南北基線とこれに

発掘調査はグリッド法を採用し、調査区に

から北へ40m離れた地点をグリッド原点MA50として、

4mX4mのグリッドを設定した。また、南北基線には 2桁の算用数字、直行する東西基線を設け、

東西基線にはアルファベット 2文字の組み合わせを付し、各グリッドの名称、は南東隅の交点の算用数

とアルファベットを組み合わせて呼称した。

遺物は、遺構内のものは出土遺構名・出土層位・遺構番号・出土年月日を記入し、遺構外出土のも

グリッド・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。のは、

に図面と写真によった。図面は基本的に縮尺1/20で作成し、竪穴状遺構や溝跡調査の記録は、

トータルステーションによる測量を行った。また、などは平田実測の迅速化と省力化を図るため、

構配置図作成のため、ほぼすべての遺構および調査範囲もトータルステーションにより測量した。検

〆

〆

ヂ
~ ---"-~ ， 

たーし用出入'A叶l
'

J

ゼ一フカ力、不

第 5図 グリッド書記童図

リバーサル、

15-

カラ出遺構の写真撮影は、 35nm1のモノク口、
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第 1音 器摘言岡本の榔車
一 _，...........川村.~…一

第4節調査の経過

発掘調査は、平成12年5月22日から10月138まで実施した。表土除去は作業の効率化を図るため、

主に重機によったが、作業員の安全面を考えて雇用する 1週間前から先行した。前半は、南半部を東

西両側から中央部に向かつて調査したが、遺構は検出されず須恵器・土師器等の遺物がわずかに出土

するにとどまった。後半は、北半部を東側から西側に向かつて調査し、その結果、東端部から遺構が

集中的に検出した。当初、 9月26日を終了予定日としていたが、 9月に入って最西端部から遺構が検

出し、調査区外西側に遺構の広がりが予想されたため、調査区を西側に拡張した。これに伴い、調査

期間を 2週間延長し、 10月13日までとした。

なおこの問、原因者側と本荘市教委の全面的な協力のもと、小・中学生による体験学習会と一般県

民を対象とした遺跡見学会を開催した。

調査経過については、以下の表にまとめた。

平成12年 イ乍 業 状 j兄 特 記 事 項

5月4週 関係機関・地元住民への挨拶回り、環境整備、重機に -22目、パックホー・キャタトラでの表土除去・運搬を
よる表土除去を行った。 開始した。

6月l週 器材の搬入・点検・整理、基本層位の作成、重機によ -1目、作業員の雇用を開始した。芳賀所長が来跡。
る表土除去を行った。調査匿南側の粗掘りを開始し

た。

2逓 調査区南側の粗掘り・遺構確認精査、基本層位の作 -5 日 ~9 日、業者委託によるグリッド杭打設を行っ

成、重機による表土除去を行った。 た。

-8日、パックホー・キャタトラでの表土除去・運搬を

終了した

3週 調査区南側の粗掘り・遺構確認精査を行った。 14日に

調査区北西部 (320m2)の粗掘り・遺構確認精査を行っ

たが、遺構が検出しなかったため、向地匿の調査を終

了したO

4週 調査区南側から遺構が検出しないため、中央部~西端

部の粗掘りを部分発描のかたちで進めたo 20日から調

査区北側東端部の調査を開始した。同地区から土坑・

i梓跡を検出した

5 j昆 調査区南側と北側東端部で粗掘り・遺構確認精査を -調査区南側中央部付近から須恵器の蓋が出土したO

行った。雨が続き作業に難渋したが、調査匿南側の粗

掘りをほぼ終了した。

7月1遇 調査区南側での粗掘り作業を終え、調査区北側東端部 -6日、原因者側に調査区北側の排土除去を要請した。
での組掘り・遺構確認精査・検出遺構の調査に全力を

傾けたO

2逓 調査区北側東端部での遺構の検出が続いた。調査区南 -11日、文化財保護室の大野副主幹が現場視察のため来
側は、結局、遺物が散発的に出土するにとどまったた 跡。

め、同地区の調査を終了した。

3 jml 調査区北側東端部の粗掘り・遺構確認精査を進め、 i室
構検出に努めた。
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第 A節調杏の経J品

平成12年 作業状況 特記事項

4週 |調査区北側東端部での粗掘り・遺構確認精査・検出遺 I.24日、富樫県立博物館長、 25日、船木副所長が来跡し、

構の調査を行った。調査区東端部の広い範囲で重機に|遺跡についての著述の紹介やアドバイスを受けた。

よる掘り下げを行ったところ、柱穴様ピット・鍛冶炉 I.24日、パックホー・キャタトラでの表土除去・運搬を

跡 (SN96)等の遺構を確認した。 I開始した0

・27日、パックホー・キャタトラでの表土除去・運搬を

終了した。

8月l週|調査区北側東端部での粗掘り・遺構確認精査・検出遺 1 ・ベルトコンベアーを設置・稼動。

構の調査を行った。先に検出した遺構を井戸跡・掘立 1 ・4日、新山小学校6年生を対象にした体験学習を実施

柱建物跡、と判断したo (猛暑の中での作業が続いた。) Iした。

8月2週|調査亘北側東端部での粗掘り，遺構確認精査・検出遺 1 ・須恵器系中世陶器、曲物等、遺跡の性格を明らかにす

構の調査を行った。井戸跡の検出が続いた。 る上で貴重と思われる遺物を検出した。

3週 i盆休み。 . 17日、棲田・小林両課長補佐が現地指導のため、来跡。

17日、重機による基盤土除去及び排土移動の作業が始|パックホー・キャタトラでの基盤土除去・運搬を開始し

まったため、栗j皐文化財主査のみが出勤し、基盤土除|た。

去区域の指示を行った。

4週 !調査区北側東端部での粗掘り 遺構確認精査検出遺l大内町からの作業員 5名を新規に採用した。
構の調査、重機による調査区北側の基盤土除去を行っ

た。同地区から井戸跡・溝跡・柱穴列・道路跡等の遺

構を検出した。

5週 !調査区北側東端部での粗掘り・遺構確認精査・検出遺 I.28日読売新聞社、 29日大内町ケーブルテレビの取材を

構の調査、重機による調査IR北側の基盤土除去を行っ|受ける。

た。

9月1週 i調査区北側東端部での粗掘り・遺構確認精査・検出遺 I. 6日、本荘北中 l年生を対象とした体験学習会を実施

構の調査、重機による調査IR北測の基盤土除去を行っ|した。

た。平面関作成・写真撮影等の作業を急く〉調査区最 I. 7日、パックホーーキャタトラでの基盤土除去作業を

西端部より井戸跡等の遺構を検出した。 I終了した0

・8目、児玉課長補佐が指導のため来跡。

-調査区東端部では、先に検出した掘立柱建物跡に重複

するかたちで掘立柱建物跡が確認され、清助;(S D02) 

の内側にも柱穴列が確認されるなど集落の様相が明らか

になってきた。

2週 |調査区東西両端部の粗掘り・遺構確認精査・検出遺構|・ 16日、遺跡見学会(参加者50名)を実施した。(マス

の調査を行ったO 平面図作成・遺物の実測等の作業を|コミ 2社の取材)

進め、遺跡見学会の準備を行った。

3週 |調査広東西再端部の遺構確認精査・検出遺構の調査を I.20日、本荘市柳田市長、鷹照助役、片倉教育長、井島

行った。東端部の井戸跡から炭化した米や小豆などが|社会教育課長、小松秘書室長が見学のため来跡。

見つかった。 I. 21日、空中写真撮影。南内越郷土史探求サークル会員

7名が見学のため来跡。

4逓 |調査区東西両端部の遺構確認精査・検出遺構の調査を l・26日、塩谷JiI買耳氏が船木副所長と共に来跡。

行った。井戸跡の精査・実測・写真撮影等の作業を急 I.本荘市企画調整課鈴木広報係長が取材のため来跡。

ぐ。調査区を西側に拡張、井戸跡、柱穴様ピット等の

遺構を検出した。

10月l遇|調査区東西両端部の遺構確認精査・検出遺構の調査を I. 5日、捜田課長補佐が調査の進捗状況視察のため来

行った。 4日から西側調査区外の調査に着手し、 6EI I跡。

に終了した。

2逓 |調査区東端部の遺構確認精査及び遺構の写真撮影・撤|・ 11日、遺跡及び鹿辺地形の空中写真撮影。

収作業を行い、大浦遺跡の発掘調査を終了した。 I. 12日、芋JlI災害復旧事務所柴田主査・加藤技師来跡、

文化財保護室泉田学芸主事立ち会いのもと、大浦遺跡の

発掘調査終了を報告し、向調査区を復旧事務所側に引き

渡した。

17-
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第4章調杏の記録

第4章調査の記録

本調査では、掘立柱建物跡7棟、柱穴列3条、柱穴様ピット594基、竪穴状遺構1基、井戸跡17基、

土坑12基、鍛冶炉跡 1基、溝跡10条、道路跡 1条、その他の遺構2基の計648遺構を第4層上面で検

出した。これらの検出遺構.は、調査医東端部と西端部の2地区に集中しており、調査区中央部及びそ

の付近では数が少なく散在している。 遺物は、主に遺構が集中する調査区の東端部と西端部の第E層

と遺構内覆土中から、平安時代、中世、近世に属するもの及ぴ炭化した米や雑穀類などが出土した。

第 l節検出遺構

1 掘立柱建物跡

S B03擬立柱建物跡(第 71頭、図版4) 

KQ62・63・64、KR61・62・63・64、KS62・63・64・旬、 KT62・63・64の各グリッドで確認

した桁行 5 間 X梁行 4 問の規模の総柱掘立柱建物跡である。桁行 (P1~P6) の長さは12.40m 、

梁行 (P6 ~ P 29)の長さは10.40mを測る。 SE358井戸跡と重複するが、新!日関係は不明である。

遺物はP21から須恵器系中世陶器の播鉢口縁部片がl点(第5図31)出土している。

S B37掘立柱建物跡(第8図、図版4) 

L A63 . 64・65、LB63・64・65、LC63・64・65・66、LD64の各グリッドで確認した桁行4間

×梁行 3 間の規模の総柱掘立柱建物跡である。桁行 (P1~P5) の長さは10.25m、梁行 (P 5 ----

P20)の長さは7.50mを測る。 SB39・SB55掘立柱建物跡と重複するが、新i日関係は不明である。

遺物はP1から銭貨の照寧元賓(第30図85) と元防通賓(第30図86)が重なって出土した。

S B39掘立柱建物跡(第9図、図版4) 

L A63・64・65、LB63・64・65、LC63・64・65. 66、LD64の各グリッドで確認した4間X4

障の規模の総柱掘立柱建物跡である。街行 (P5 ----P 23)の長さは9.10m、梁行 (P1----P5)の長

さは9.00mを測る。 SB37・SB55掘立柱建物跡と重複するが、新!日関係は不明である。遺物はP13 

から上錘がl点(第31図97)出土した。

S B55掘立柱建物跡(第10図、図版5) 

L B62・63・64、LC62・63・64・65、LD63 . 64・65の各グリッドで確認した桁行4間X梁行3

悶の規模の総柱掘立柱建物跡である。桁行 (P1----P5)の長さは8.60m、梁行 (P5 ----P 20)の長

さは6.55mを測る。 SB37・SB39掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土

しなかった。

S B82掘立柱建物跡(第11図、図版5) 

KT67・68・69、LA67・68・69、LB67・68・69の各グリッドで確認した東西両側に 1間の庇を

伴う掘立柱建物跡である。母屋部分は桁行3間X梁行2間の規模で、桁行 (P2 ~ P 15)の長さは6.

80m、梁行 (P2~P4) の長さは4.50m を測る。庇部分の長さは東西共に1.90mを測り、建物東西

方向の総延長 (P1----P5)は8.30mを測る。 SB214掘立柱建物跡と重複するが、新!日関係は不明

-18-



第1節検出遺構

である。遺物は出土しなかった。

S B214掘立柱建物跡(第12図、図版5) 

LA68・69・70、LB68・69・70の各グリッドで確認した桁行3間×梁行2聞の規模の総柱掘立柱

建物跡である。桁行 (P3 -----P 12)の長さは7.75m、梁行 (P1-----P3)の長さは4.50mを測る。 S

B82掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土しなかった。

S B766掘立柱建物跡(第12図)

MQ42・43、MR43の各グリッドで確認した l間x1間の掘立柱建物跡で、桁行 (P2-----P4)の

長さは3.55m、梁行 (P1-----P2)の長さは2.30mを測る。遺物は出土しなかった。

2 柱穴列

SAll柱穴列(第13図、図版6) 

KT66、LA66・67、LB67、LC65・66・67、LD65の各グリッドで確認した。 SD02溝跡の南

側に沿って位置する。 P1から P11までが長さ11.90mを測り、 P11から P21までが長さ11.OOmを測

る。 21個の柱穴列からなる。遺物は出土しなかった。

S A280柱穴列(第13図、図版6) 

L B62、LC62、LD62・63の各グリッドで確認した。 SB55掘立柱建物跡の南西側に位置する。

長さ8.50mを測り、 7個の柱穴列からなる。遺物は出土しなかった。

S A688柱穴列(第13図)

MR45・46・47の各グリッドで確認したO 長さ11.OOmを測り、 6伺の柱穴列からなる。遺物は出

土しなかった。

-19-



第4卒調査の記録

2表掘立柱建物跡柱穴掘形観察表(1 ) 

平面形
ブー¥_C'主判C 底 TlII

平面形
大きさ 底面

P. No 
の標高

P. No 
長市111 のf京高長車111 認車111 t、~~え--己y 担ill出 i;水』ロ 2こh了-

S B03 

l 円形 35cm 32cm 32cm 5.84m 16 ブ!]jl:; 23cl11 22cm 43cl1l 5.74m 

2 方形 32cl11 30cl11 46cm 5.56m 17 方形 23cl11 23cm 43cm 5.76m 

3 円形 27cm 25cm 45cm 5.81m 18 方形 26cm 24cm 25cm 5.94m 

)j形 28cm 27cm 30cm 5.88m 19 方形 25cm 22cm 56cm 5.65m 

5 方形 26cm 24cm 31cm 5.84m 20 方形 28cm 26cm 40cm 5.75m 

6 方形 29cm 27cm 24cm 5.93m 21 方形 26cm 24cm 43cm 5.68m 

7 方形 33cm 32cm 45cm 5.74m 22 方形 23cm 23cm 22cm 5.77m 

8 方形 31cl11 31cm 34cm 5.85m 4つAつJ 円形 23cm 20cm 12cm 5.78m 

9 方形 29cm 28cm 54cm 5.65m 24 本語P=J71三 30cm 27cm 30cm 5.89m 

10 方形 28cm 25cm 36cm 5.83m 25 方形 28cm 24cm 30cm 5.78m 

11 五形 23cm 23cm 40cm 5.80m 26 方形 27cm 26cl11 32cm 5.75m 

12 方形 21cm 21cm 44cm 5.78m 27 方形 28cm 27cm 46cm 5.61m 

13 円形 28cm 27cm 34cm 5.86m 28 楕円形 42cm 40cm 38cm 5.75m 

14 方形 33cm 31cm 46cm 5.72m 29 方形 25cm 24cm 24cm 5.89m 

15 方形 33cm 31cm 18cm 5.75m 

S B37 

1 方形 25cm 23cm 27cm 6.06m 11 円)1:; 31cm 29cm 22cm 6.12m 

ι2 方形 28cm 28cm 35cm 5.97m 12 方形 29cm 25cm 16cm 6.16m 

3 H1f~ 29cm 27cm 18cm 6.12m 13 方形 32cm 27cm 27cm 6.07m 

方形 33cm 30cl11 38cm 5.95m 14 方形 30cm 27cm 29cm 6.03m 

b h形 39cm 36cll1 34cm I 5.91m 15 方形 26cm 24c01 36c01 5.85m 

6 方形 25cm 23cm 29cm 6.07m I 16 方形 22cm ムつ;5cm 6.12m 

i 方形 37cm 34cm 32cm 6.07111 17 jJJ巳 23cm 23c01 35cm 5.89111 

8 方形 35c01 33c01 26cl11 6.08m 18 ブ]71三 44cm 37cm 36cm 5.91m 

9 楕円形 30C01 27c01 23c01 6.08m 19 }j形 41clll 39cm 37cm 5.87m 

10 方jf~ 44cm 38clll 36cl11 5.92111 20 方形 39cm 34cm 41cm 5.86m 

S B39 

円形 23cm 中つ]つcm 32cm 6.02m 13 方形 25cm 24cm 39cm 5.92111 
山つ }j )I~ 24cI11 23cm 17cfll 6.12111 14 円形 27cm 25cm 38cm 5.88m 
J つ 方形 27cm 25cm 15clll 6.10m 15 方形 24cm 4つ4ιつCl11 26c111 6.10m 

}jJI三 24clll ムつムつ仁III 13cIIl 6.14111 16 )i7f; :::4C111 22cm 42crn 5.87111 

コ 円形 22cm 21cm 30cm 6.02111 方7[; 山つ中つcm 18cm 20C01 6.15111 

6 11Jjl:; 24c01 23cm 35c01 6.02111 18 円形 23cm 23c01 39c01 5.87m 

円]1三 24cm 24cm 34c01 6.02111 19 |間五三 I25c01 22c111 25cl11 6.07m 

8 円形 22cl11 21cI11 19c111 6.15m 20 !斗JI・5 19cm 19cm 16cm 6.11m 

9 [ 円形 24cm 22cm 18cm 6.16111 21 楕円形 26cm 22cm 12cm 6.15111 

10 方形 25cm 中つdつcm JつJつcm 6.09111 ωつ]つ 方形 〕つつムcm 中つつ山cm 24cm 6.02111 

11 円形 27cm 26crn 33じrn 6.05m 23 円形 24c01 24c01 44c01 5.82m 

12 楕円形 32cm 25cm 24c01 6.11111 

S B55 

}j :W~ 26cm 25cm 恥 m I 6.09m 11 I-LJ]f~ 27cm 26crn 23cm 6.09m 

2 方形 25cm 24cm 32cm 6.08m 12 方形 21c01 20C01 21cm 6.08111 

3 方形 26c01 24c01 31cm 6.01m 13 方形 24c01 21c01 15cm 6.10111 

ブ'7'11:; 25cm 24cm 40cm 5. 89rn 14 方形 28cm 26cm 20cm 6.05m 

5 方形 29c01 26cm 40cm 5.92m 15 方形 26cm 25cm 26clll 5.98m 

6 椅内]1三 27clll 21clll 24cm 6.14m 16 方形 31cm 23cm 26cm 6.09111 

7 ブ]7[~ 27cl11 24cll1 27cll1 6.03m 17 )7]巴 23cm 以つ中つCIl1 27cm 6.01m 

お ブJ)f三 25cm 24cm 26cm 6.03m 18 ん]巳 33cm 30cm 34Cll1 5.96m 

9 ん‘形 28cm 26c01 17c01 6.13111 I 19 }j形 25c01 2L::C01 13c01 6.08m 

10 方形 28c01 26c01 35cm 5.97m 20 方]~ 25c01 24c01 38cll1 5.82m 

20 



検出遺構第l節
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第 l節

2表掘立柱建物跡柱穴掘形観察表(2 ) 

とドIiLÍjl~
大きさ 底面 大きさ !ま首i

P. No 
長報! 短宇[lJ O) i~示H主問主

P. No 平面形
長制1 短事11 の標i当ご付ワロ之 ムごて? j翠さ

S B82 

方形 37cIll 31cm 40cm 5.98m 10 jゴ31::' 40cm 37cm J 円円Icm 5.99m 

ιつ4 方Jl::. 30cm 30cm 33cm 6.05m 11 方形 32c111 31cm 46cm 5.92つm 

3 方形 40cm 33cm 33cm 6.03m 12 jJ31~ 31cm 30cm 27cm 6.05m 

4 方形 40Clll 39cm 50cm 5.84m 13 方形 28cm 25cm 4円2門ICI11 6.02m 

5 JJJ1三 30cm 29cl11 34Cll1 6.00m 14 方形 43cm 40cm つ山5cm 6.13111 

6 方形 36Cll1 34c01 40cm 5.97m 15 方形 37c01 32c01 37cm 5.98111 

i 楕円-)1三 29c01 27cm tHcm 5.93111 16 方形 38cm 3KIll123cm 6.13111 

8 円形 35c01 34c01 32clll 6.04m 方形 27cm 26c01 36clll 6.01111 

9 方形 31cm 27c01 28c01 6.08111 18 方形 28c01 28cm 25c01 6.06111 

S B214 

方形 24c01 24c01 32cm 6.00m / 〔方形〕 (20cm) 21cm 19c1ll 6. 17m 

つ 方Jf~ 26clll 25cm 23clll 6.08m 8 万一万三 29c01 26cm 30Clll 6.07111 

3 方形 26c01 21clll 29clll 6.03m 9 方形 29cm 26clll 19cm 6. 14m 

方形 29crn 27cm 25c01 6.10m 10 方形 28cl1l 24c01 35clll 6.00m 

5 方形 28c01 26c01 4UCI日 5.93m 11 方形 27c01 26c01 31じlil 6.00m 

6 方形 24cm 24c01 41cIll 5.91111 12 方形 円~円IClll 26cm 20c01 6.08m 

S B766 

l 方:Ji; 28cm 26c01 31c01 6.46m 3 F3 方形 26cll1 25cm 35cm 6.49m 

“ つ | 円形 I 23cm I 22cm I 34cm I 6.46111 I 4 方形 I 27cm I 27cm I 30叩 I6.53m 

※(  ]内の半面形は推定形で、( ) I斗の数値は残存位である。

第3表柱穴列柱穴観察表

平面形
大きさ

半前形
大きさ 底而

P. No 
長軸 短剥1 i木~.さν !l)ノt時召fi""'[間5-

P. No 
長~j自 短車111 こ(::-;ワkロムcぞ- のマt示市古戸J

SA11 

l 円形 22cm 21cm 18cm 6.20111 12 方形 22cm 21cm 26cm 6.12m 

2 円形 24cm 24cm 19cm 6.20111 13 i斗31三 21cm 20cm 28cm 6.09m 

d つ 方形 14cm 13cm 10c111 6.25m 14 楕円形 22cm 20cm 25cm 6. 11m 

円形 17cm 17cm 18cm 6.12m 15 円形 21cm 20cm 23cm 6.12m 

ひ 方形 つM つ':::Clil 22cm 22cm 6.12m 16 橋円形 “つ“つcm 20Clll 16cm 6.17m 

6 円-JI三 20cm 19cm 18cm 6.16m 17 方形 20cm 18cm 23cm 6.12m 

楕円形 24cm 22cm 18cm 6.18m 18 方形 23cm 23cm 30Clil 6.04m 

8 方形 18cm 18cm 14cm 6.19m 19 方形 38cm 30じm 白つつ山cm 6.18m 

9 楕円形 23cm 削つ臼つじlil llcm 6.26m 20 梼円形 24clil 22clIl 10crn 6.27m 

10 方形 20clIl 18crn 山ワ、戸)C1Il 6.15m 21 1 百円-J~ 24cm 21clIl 19cm 6零16m

11 円形 23cm 23crn 22cm 6.17m 

S A280 

1 方形 山つ山つClil 20cm 22cm 6.12m 5 円形 I 16cm 15cm 25cm 6.00m 

2 楕l斗:11; 20cm 18cm 47cm 5.82m 6 楕円形 20cm 17Cl11 28clil 5.95m 

リつ 円形 16cm 15cm 19cm 6. 10m 7 方形 24cm 22cm 8 cm 6.12m 

4 椅円形 17cm 15cm 18cm 6.11m 

S A688 

円形 24c01 山つdつco1 32c01 6.47m 4 楕円形 23c01 20c01 45c01 6.37m 

2 楕円形 23c01 21cm 31c01 6.50m 5 円形 28c01 27c01 36c01 6.44m 

3 方Jr~ 26crn 25crn 51cm 6.30111 6 楕円形 25c01 23crn 41crn 6.40m 
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S 837 
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第 1節検出遺構
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第4章調査の記録
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第l節検出遺構
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第4章調査の記録
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第 4者 言席弓与の言日生誕

3 柱穴様ピット(付図)

柱穴様ピットは調査反東部で491主主、西部で103基の計594基を検出した。.L-_)、下、これらの柱穴様ピ

ットを東部と西部とに分け、東部はさらに、それぞれ南東一北西 南西へ折れ曲がって延びる SD02 

溝跡と SD531を繋いでひとつの境界線として見た状態で、その内側と外側とに分けて記述する。ま

た、個々の柱穴様ピットについては第 4~9 表にまとめた。

東部では、 LLライン以東・ S8ライン以北で検出したっ検出した柱穴様ピット491基は、内但IJ371基、

外側120基に分けることができた。

内側では、 4棟の掘立柱建物跡を検出した。しかし、それ以外の柱穴様ピットについては柱痕が確

認できるものもあったが、規則的な配列は認められなかった。覆土は褐灰色土 (10YR 4/1) -----灰

黄褐色土 (10YR5/2)で、黒褐色土 (10YR3/1・3/2)を呈するものも若干あった。

でほとんどは堅くしまっている。 SK P386柱穴様ピットのみ3層に分けーられ、 1 J語がしまりのあ

る褐灰色土(lOYR5/1)、2層がしまりのある灰黄褐色土(lOYR6/2)、3層がしまりのある

灰褐色土 (10YR6/2)である。重複関係は、 SKP07とSKP04、SKP06とSB03掘立柱建物

跡P3、SKP49とSB79P 9、SKP75とSK P74、SK 192竪穴:1犬遺構と SK P85、SN96鍛冶

炉跡と SK P97、SKl19土坑と SK P 118、SE127井戸跡と SK P 126、SK P 170とSB37P 15、

S K P262とSB37P 13、SK P279とSK P278、SK P637とSK P 296、SD311とSK P 319、S

K P395とSK P361、SK P482とSK P481、SK P 563とSB03P25， S K636とSK P642カf そ~'l

ぞれ重複しており、前者が古く後者が新しし」遺物は SK P66から青磁椀片(龍泉窯)がl点(第27

関53)、SK P68から須恵、器片がl点、 SKP97から鉄浮が3点・鉄製品が1点、 SK P 107から鉄浮

が3点、 SK P 108から鉄浮が3点、 SK P 113から鉄淳が8点、 SK P 117から鉄i宰が31点、 SKP

118から鉄浮が1点、 SK P 134から土師器片が1点、 SK P 142から鉄淳が28点、 SK P 143から鉄浮

が 7点、 SK P 161から須恵器系中世間器の摺鉢片がl点(第24図21)、SK P273から骨片が1

S K P278から須恵器の護片がl点、 SK P 287から須恵器系中世陶器の鉢片 (SK448より出土した

遺物と接合した)がl点、 SK P288から須恵器系中世陶器の鉢片がl点、 SK P310から輔の::J:J口が

1点(第32図105) ・鉄浮が10点、 SK P433から灰粕平椀口縁部片(古瀬戸中町期)がl点(第28図

61)、SK P652から鉄淳が3点出土したc

外側では、 2棟の掘立柱建物跡を検出した。しかし、それ以外の柱穴様ビットについては柱痕が確

認できるものもあったが、規則的な配列は認められなかった。 は褐灰色土 (10YR 4/ 1) ~灰

(lOYR 5/2)で、にぶい黄褐色土(lOYR5/3) を呈するものも若干あった。

でほとんどは堅くしまっている。重複関係は、 SK P30とSKP29、SD212とSK P 213、SB214 

P 7とSK P 219， S K P 446とSK P445， S K P604とSK P 578がそれぞれ重複しており、前者が

く、後者が新ししユ。遺物は SKP25から土師器小鉢がl点(第21図 1)出土した。

西部では、 MQライン以西・ 48ライン以南で検出し、 1棟の掘立柱建物跡を検出した。しかし、そ

れ以外の柱穴様ピットについては規則的な配列は認められず、柱痕も確認できなかった。覆土は褐灰

(10Y R 4/1・5/1)で、堅くしまっ

725から須恵器片がl点出土した。

30-

である。重複関係はなかった。遺物は SKP



第 I節

第4表柱穴様ピット観察表(1 ) 

SKP 
平Ts]形

大きさ 底面 SKP i女
平面形

大きさ )ま而

番号 グリッド 長軸 i立車rh ;ネ"口ζ三2 の標高 二釘百H!f グ1)ッド 長軸 短車rtJ i、~ミユ 3ぐ~. の標高

04 K R64 1首円 Jl~ 25cm 21cm 21cm 6.07111 69 L B64 楕円形 33cm 31cm 18cm 6.19111 

05 KR64 方形 23cm 21cm 27cm 6.02111 71 L B64・65 楕円形 30cm 25cm 16cm 6.23111 

06 KR64 〔椅円形〕 (l4cm) (22cm) 31cm 5.94111 72 L C64・65 椅円形 22cm 20cm 10cm 6.32111 

07 K R64 〔方形〕 20cm (10cm) 19cm 6.09111 73 L B. L C67 円形 21cll1 20cll1 9 cm 6.32111 

08 K R64 方形 20cm 19cm 15cm 6.08111 74 L C67 楕円形 30CIll 26cm 11CIll 6.30m 

09 K R63 楕円形 28cm 24cm 10cm 6.19m 門i'O戸 L C67 〔楕円形〕 (l5cm) (22cm) 10c01 6.30111 

10 KQ64 楕円形 23c01 20c01 門i cm 6. 19m 76 L C67 円形 21c01 21c01 14c01 6.27m 

13 KT66 .67 方形 16cm 16cm 16c01 6.19111 i 守iウ L C67 円JT~ 22cm 21cill 8 cm 6.35111 

14 KT67 P~71ラ 24cm 22cm 13cm 6.21111 78 L C67 方71~ 19cm 18c01 20cm 6.21111 

15 K R66 円形 23c111 22cl11 14cl11 6.09111 79 L C67 精円形 28c01 25cm 9 cm 6.30111 

16 K R66 円形 22cm 21cm 11c01 6.14111 80 L C67 方形 18c01 17c01 8 co1 6.32111 

17 KR66 円形 22cm 22cm 15cll1 6.11111 83 L A. L B66 -)]11ラ 21c01 21cm 14cm 6.21111 

18 K R66 円形 23cm 21cm 28cm 6.00111 84 L B66 H形 “つ5cm 24cm 19cm 6.17111 

19 K R66 楕円 71~ 21cm 19c1ll 17cm 6.09111 85 L B66 方JI~ 山つ山つClll 22cm 6 Clll 6.28111 

20 K S66 円形 4つ"~つ;cm 21clll 19cm 6.10111 89 L B66 円形 24cm 24cm 1蜘 1 6.15111 

K S66 円形 20cm 20cm 11cm 6.19111 97 K T61 方形 32c01 27cm 24cm 5.89111 

つつ K S66 円形 22cm 20clll 12cm 6.19111 98 K T61 円形 20cll1 18c01 17c01 5.94111 

つ3 K S66 円形 日cm1 17cm 1伽 16.18111 99 KT61 円形 21cm 1 20cm 11cm 16.05111 

24 K S66 ブn~ 28cll1 つ23cll1 25cll1 5.99111 101 K 561 FLJ形 18cm 18crn llcrn 6.04111 

つι品にも】 K S66 楕円形 43cm 38cm 28cm 5.99111 102 K S61 ITJJI三 20cm 19cm 14clll 6.00111 

26 K S66 持円形 23cm 20cm 25cm 6.02111 103 K T61 楕円形 24cm 21cIll 27cm 5.90111 

27 K S' K T66 楕円形 23cm 21cIll 13cm 6.19111 104 K S61 円形 19cm 17Cll1 18c01 5.98111 

28 K S67 円一斉 20cm 20cm lOcm 6.18111 105 K S61 円形 26c日1 25cm 11cm 6.04111 

29 K S67 楕円形 38cm 36cm 13cm 6省13111 107 K S61 楕円形 23cm 20cm 21cm 5.91m 

30 K S67 〔楕円形〕 U7cm) (33cm) 11cm 6.16111 108 K S61 楕丹形 28cm 26cm 27c01 5.87111 

31 K S66 円形 21cm 20cm 11cm 6.19111 110 K S61 ~形 20cm 20cm 26cm 5.89m 

32 KR67 円形 23cm 21cm 11cm 6.19111 111 K S61 円形 16cm 16cm 23cm 5.92m 

33 K R. K S67 円形 31c01 30c01 17cm 6.09111 112 K S61 円形 26cm 25cm 30cm 5.86111 

34 K S67 円 )I~ 32cm 31cm 11cm 6.18111 113 K S61 円形 26cm 25cm 36cm 5.81111 

35 K S67 方形 22clll 22cm 11clll 6.13111 114 K S61 円 JI~ 22clll 21cIll 34clll 5.81m 

36 L A65 楕円形 4円4門icm 4つ~5cm 29cm ら.07111 115 K S61 円形 23clll 21cI11 21crn 5.95m 

38 L A64 方形 30cm 29cm 11cm 6.20111 116 K S61 楕円形 26cm 22cm 18cm 6.00111 I 

40 L A64 方彰 29cm 28cm 13cm 6.20m 117 K S61 指円7T~ 23cm 21cm 38cm 5.82111 

43 L B65 方31手 28cm 27cm 11cm 6.30111 118 K T61 方71三 29cm 28cm 21cm 5.96111 

44 L B65 楕円形 Llc01 18c01 12c01 6.27111 120 K S61 方形 21cm 20c01 34c01 5.80111 

45 L B65 円形 21c01 21c01 11cm 6.31111 121 K T61 円形 24c01 22c01 31cm 5.87111 

47 L A66 方形 24crn 21cm 14cm 6.21111 122 KT61 円形 32cm 31cm 42cm 5.77m 

48 L A66 ブ:njラ 21cm 17cm I 25c01 6.10111 123 KT.LA61 )]-Jj~ I 29c111 27crn 19cm 5.99111 

49 L A64 〔方形〕 28cm (16cm) 16cm 6.17111 124 L A61 方形 21cm 20cm 45cm 5.73m 

57 L A64 指円'}Iラ 37cm 32cm 15cm 6.14m 125 L A61 指向7j三 31cm 29c01 28c01 5.91111 

59 L B64 方11~ 26cm 25cm 24cm 6.16111 126 L A61 方形 23cm 21c01 19c01 6.02111 

60 L B64 円形 19c01 18c01 18cm 6.16111 128 L A. L B61 円形 25c01 25cm 46cm 5.69111 

61 L B64 方形 18cm 18c01 24c01 6.10m 129 L A60 ブゴ形 18cm 17cm 18cm 5.99111 

62 L B64 . 65 円形 23cm 22cm 13cm 6.22111 130 LA60 楕円形 31c01 29c01 18cm 6.00111 

63 L B64・65 円形 18c01 18cm 7 co1 6.29m 131 L A60 円形 25cm 24c01 25c01 5.93111 

64 L B65 楕円形 24cm 22c01 10cm 6.25111 132 KT60 楕円形 25cm 23cm 34cm 5.86m 

65 L B65 円形 17c01 17cm 10cm 6.26111 134 KT60 楕円形 29cm 27cm 23cm 5.95m 

66 L B65 方]l~ 25c01 19cm 26c01 6.14111 136 KT60 方形 39cm 30c01 20cm 5.98m 

67 L B65 円形 21cm 21cm 9 cm 6.28m 137 KT60 1官rIJJ[三 28cm 23cm 16cm 6.00111 
68 L B64 楕円 JI~ 34crn 31crn 16crn 6.21m 138 KT60 楕円 JI~ 32cm 28じ!日 45じIJl 5.73m 

※(  J内の干面形は推定形で、( )内の数値は残存f院である。
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SKP 十台
-'1i.luI JI三

大きさ !記面 SKP 輪 山 [ι 大きさ }産両

番号 グリッド fJ:'iilIl }立中出 /~~さ i の標高 il了t乃LJー グI};; 'j，，: '1山形 I長軸 担割II深さ Iの標高

139 KT60 円形 27cm 26cm 24cm I 5，90m 233 K Q66 I F[_J形 20cmI 18c01 ! 13cm I 6，06m 

140 KT60 プJJIラ 27c01 25cm 39c01 5.77m 234 KQ66 ブJJI三 24c01 24cm 28cm 5.89m 

141 K T60 )j JT~ 24c01 23cm 24c01 5.93m 235 KQ66 円形 25cm 23c01 9 cm 6.08m 

142 K S60 持円形 4つZ8c日1 ムつムつcm 45c01 5.71m 236 KQ66 i二I~JI三 日5cm 14c01 18cm 6.00m 
143 K S60 方形 21c01 20cl11 35cl11 5.83m 237 KP66 格円JI~ 1cm 25cl11 9 CI11 6.08m 

H5 K S61 )JII三 21cm 20cI11 30cm 5.81m 238 KT65 円形 27cl11 27cm 16cm 6.03111 

K S61 JJ71三 33cm 29cm I 36cI11 5.76m 239 KT65 円形 つ:....t...Jつcm 21cI11 23cl11 5.95m 

147 K S61 円形 30cl11 30cm 20cm 5.96m 240 KT65 円形 28cm 26cI11 28cm 5.90m 

148 K S61 楕内)1三 27cl11 }つ」つcm 14cm 5.96m 241 KT65 :tNp:JJl三 24cm 23cIll 41cIll 5.77m 
149 K S61 HJI~ 19c01 18cm 18cm 5.96m 242 KT65 円形 22C!l1 21c01 23cm 5.%111 

150 K S60 楕円形 39cm 36cI11 24cm 5.93m 243 KT6!1 円形 4凸4門/CI11 ど5cm 13cm fi.07m 

151 K S60 円JI~ 25cIll 24じm 28cm 5.90m 244 KT64 FCJJI三 25cIll 25cm 24cm 6.Olm 

152 K S60 円形 21cm 19cI11 32cm 5.85m 246 K S64 ブ')71三 28cm 28cm 31cm 5.87111 

153 K S60 方形 24cm 24cm 39cm 5.78m 248 K S64 楕円j[ラ 34cm 31cm 40cm 5.80m 

155 K S59 楕円形 22cm 20cl11 18cm 5.99m 249 K S64 指円~Jf~ 36cm 33cI11 36cm 5.82m 

156 K S59 円形 21cm 19c111 9 cm 6.07m 250 K S64 楕円形 25cl11 22cm 20じIII 5.99m 

157 K S59 椅円形 33cm 28c01 26cm 5.93m 251 KT64 楕円形 33cm 30cm 25cm 5.91m 

160 KT60 楕円形 34c111 32cl11 25cl11 5.90m 256 L A62 円JI三 17Cl11 17Cl11 16cm 5.96m 

161 KT60 |斗形 28cm 26c01 27Cl11 5.84m L円5門i K T62 方形 22cl11 19c111 27clll 5.82m 

162 KT60 I_]J)I~ ]つ]つじm んつ"~つcm 32Cl11 5.86m 259 KT62 j汁三 41cm 28cm 44c01 5.61m 

165 KT59 楕円形 29cm ぷn 門/cm 12cm 6.02m 260 KT62 jjJJラ 27cm 25cm 31cm 5.78m 

166 L A67 円形 ]つ]つcm 20cm 11cm 6圃 rι~Jm 261 KT62 KJ巳 24cm 23cm 21cm 5.89111 

170 LA63・64 〔楕円形〕 21cm (l5Clll) 26cm 5.93m 262 L B64 〔方形〕 (23cm) (8 CI11) 15cI11 6.17m 

171 L A60 }5'J存 27cm 25clll 28cm 5.87m 264 KT62 楕円形 42cm 32c01 34c01 5.80m 

173 L A60 方!T;. 19cm 19c111 26clll 5.90m 265 KT62 円形 16cl11 15cI11 23cm 5.84m 

175 K R61 円31三 25cm 25cm 44c111 5.70111 267 L B62 指 i可 jl~ 19cI11 17cm 13cm 6. 11m 

177 L A60 楕円)1三 29cI11 27cI11 15c111 5.98m 268 L B62 惰|斗'11三 18c111 16cm lOc111 6.13m 

179 L D64 楕ITJ形 26cI11 山つJつcm 22cm 6.16m 270 L D64 楕円形 19cm 17cm 21cm 6.17m 

182 L D64 円形 22cl11 21cm 22cl11 6.15111 271 K S63 ブ'JJ1~ 23cm 19c111 39cm 5.72m 

183 L D64 円形 24cm 23cm 14cm 6.23m 272 LA62 円形 23cm 22cm 28cm 5.92m 

184 L D64 方形 20cl11 20cm 23cm 6.13m 273 LA62 方形 16cl11 15c111 37cl11 5.84111 

185 L D64 方形 20cm 19cm 16cl11 6.20111 274 L A62 楕円形 34cm 32cm 39cm 5.81m 

1o6 L D64 i勺 71ヲ 22cm 20cm 21cl11 I 6.15日1I 275 L B62 干百円形 28cm 25cm 14cm I 6.07m 

188 L D64 円形 21cm 21cm 16cl11 6.20m 276 L B62 P=JJJ三 21cm 21cl11 10cm 6.12m 

189 L D64・65 円形 18cm 17cm 17cm 6.18111 277 L B61 楕円形 20cm 18cm 25cll1 5.96m 

191 L D65 円 JJ~ 19cm 18cm 27cm 6.08m 278 K S62 楕円形 18cll1 15cm 24cm 5.84m 

193 T， D65 円形 23cl11 22cl11 llcl11 6.24m 279 K S62 〔円形〕 llcm (4 cm) llcm 5.98m 

195 L DGS 方形 23cl11 4山3山2cm 24clll 6. 13m 281 L B62 IIJJ巳 30cm 29clll 13cl11 6.08111 

197 L D64 ブJ}I三 19じm 19仁m 26cl11 6.llm 283 K S63 }J形 19cm 16cl11 16cm 5.97rn 

198 L D64 円形 23cm 23cm ムつ5cI11 6.11111 中つ87 K T64 }nl三 23cm 21clll 37Cll1 5.86111 

199 L D64 方Jl三 22cI11 20Clll 16cI11 6.21111 288 KT61 ん.~三 35clll 25じ111 52clll 5.61111 

200 L D64 円?巴 20cm 18cI11 19C1l1 6.20m 291 L B61 方形 19cI11 19cm 23cI11 5.96m 

201 L D65 楕円形 19C1l1 17c01 13C1l1 6.29111 292 L C61 円形 23c111 ]つ]つC111 10c111 6.19111 

202 L D65 方形 22cm 20cm 15cm 6.22111 293 L B61 .62 円形 20cm 20cm 17c111 6.03111 

205 L D64 )J}I三 24cm 21cI11 25cm 6.0おm 296 L A61 方形 20cm 18cm 11cm 6.01111 

207 L D63 F[J }f-; 18cm 18cI11 13cI11 6.19m 298 KT62 方}I; 26cI11 24cI11 J 内門{CIll 5.69111 

208 L D63 楕|斗M 21Cll1 17clll 21Cll1 6.10m 301 KT62 ブJJl三 24Cll1 I 23cm I 17c01 I 5.89m 

209 L D63 1古円)1三 21crn 19cIll 21crn 6.13111 302 KT62 方)1三 25cIll 21crn 30cIll 5.75111 

21.3 L E63 ITJ形 27cm 27c01 27cm 6.14111 303 K S61・62 方形 28c01 26c01 32cm 5.門i門1111 

219 L B69 楕円形 28cm 26C1l1 17cm 6.21m 304 K S63 j者円~三 29cm 26cm 44cm 5.66m 

※(  J内の平面形は推定形で、( )内の数{直は残存{直である。
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第 1節

6表柱穴様ピット観察表(3 ) 

SKP 1主 山
平面形

大きさ 底部 SIくP i食 出
子面形

一ノれIー、-，ユê'乙~~、Aー 底市

番号 グリッド 長~iHl 短)Ii由 I主町1えJ こナ の標高 番号 グリッド 長軸 短剥l 併、ワロ三 '2 の1型高

305 K S' KT62 方形 21clll 18Cl1l 29cm 5.78m 396 L E60・61 ブ''j}1三 20cm 19cm 29cm 6.02m 

306 KT61 方-11~ 28cm 25cm 32cm 5.82m 397 L E60 方形 20cm 20cm 26cm 6.05m 

309 K S60 方形 21cm 20cm 30cm 5.84m 398 L E61 円形 18cm 18cm 18cm 6.16m 

310 K R. K S61 楕円形 30cm 26cm 25cm 5.88m 399 L D60・61 円形 日4cm 23cm 23cm 6.08m 

312 K S58 楕円-11三 18仁m 16cm 17cm 5.95m 400 L D60 楕円形 21cl11 19cm 20cm 6.11m 

313 L B62 円形 15cm 14cm 14cm 6.06m 401 L D61 方70 26cm 25clll 51cm 5.84m 

314 K S59 楕円形 29cm 25clll 15cll1 6.01m 402 L C59・60 楕円形 22cm 18cm 15cm 5.91m 

315 KT59 方形 19cm 17cm 30cm 5.82m 403 L C59・60 方形 23cl11 20cl11 19c111 5.87111 

317 KR61 方形 25cll1 24cm 44cm 5.72111 404 L B59 FI=JIl三 山つ中つC111 22cm 15cm 5.92111 

319 K R61 方71~ 18cll1 16cm 19c1l1 5.84111 405 L B59 FJ]Ilラ 27cm 26cm 21cm 5.83111 

320 K R61 楕円形 25cm 23cm 34cm 5.81111 406 L B59 楕円形 20cm 17cm 17c111 5.88111 

321 L B60 円形 25cm ふつ:5cm 17cm 5.92111 407 L B58 円形 白つ山つcm 21cm 18cm 5.81m 

3')') L B60 楕円形 28cm 24cm 17cm 5.92111 408 L B60 円形 20cm 20cm 15cm 5.92111 

3、4r-3J'3 L B61 IIJ形 25cm 25cm 10cm 6.08111 409 L B60 円形 20cm 19cm 23cm 5.85m 

ο円つ山5 K S63 方形 21cm 20cm 中つUつcm 5.88m 410 L E61 楕円形 23cm 20cm 24cm 6.10m 

327 L B67 円形 18cll1 18cll1 13cm 6.24111 411 L D61 楕円形 21cm 19cm 30cm 6.01111 

328 L B66 方形 18cm 17cl1l 27cm 6.08m 412 L D. L F60 方形 ムつムつcm 20cm つ中中つcm 6.06111 

329 K S63 方形 20cm 20cm 22cm 5.88m 413 L E61 楕円形 28cm 25cm 15cm 6.20111 

330 K S61 カ芳三 2、~7cm 26cm 15じm 5.99m 414 L E60 楕円形 25cm 4つ~JつC111 44cm 5.81m 

331 L B66 円形 15cm 14cm 19C11l 6.14m 415 L E60 円形 25cm 24cm 19cm 6.05111 

332 L B66 方lr~ 18cm 15cm 15cm 6.18m 416 L F60 方形 20cm 20cl1l 25cm 6.08111 

335 L B66 円形 23cm 22c111 21cm 6.14m 417 L E59 ブJ7r~ 28cm 24cm 26cm 6.07m 

336 K R63 祷円形 15cm 13c111 29cm 5.91m 418 L E59 方形 22c111 22cm 26cm 6.01m 

338 K R63 方形 17cm 15cm 14cm 5.99m 419 L F58 楕円形 23cm 21cl1l 29cm 6.07111 

339 K R62 円形 16cm 15cm 20cm 5.87m 420 L F60 円形 17cm 15cm 25cm 6. 09111 

340 KR62 円形 26c111 25cm 20cm 5.94m 421 L E59 楕円形 27cm 24cm 33cm 5.95111 

345 KR63 方形 22cm 21cm 9 cm 6.12111 422 L F58・59 楕円形 26cm 23cm 32cm 6.01111 

346 KR63 円形 24Cl1l 23cm 27cm 5.90m 423 L E59 楕円形 25cm 21cm 44cm 5.91111 

354 KQ64 方31三 25cl1l 22cm 9 cm 6.08111 424 L E. L F59 方形 32cm 32clll 36cm 6.00m 

357 KT63 方形 33cm 32cm 44Cll1 5.75m 425 L D61 円形 つムdつcm 21cm 17cm 6.09111 

359 KT64 円五三 20CIll 19cm 29crn 5.92m 426 L D62 方形 25cm 24cm 14cm 6.16m 

361 K S63 IJ=J :1 I~ 28cm 28Cll1 30cm 5.85111 427 L D62 楕円形 26cm 23cm 13cm 6.18m 

370 L C59 方形 27cm 26cm 18cm 6.01m 428 L D62 方形 21cm 19cm 19cm 6.06111 

371 L C59 万 }r~ 27cm 25cm 19cm 6.02111 429 L E61 情円形 20cm 18cm 14cm 6.18m 

372 L C59 方形 28cm 28Cll1 52cm 5.71111 430 L E60 楕円形 中つつ山cm 19cm 23Cll1 6.08m 

373 L D59 IIJ形 21cm 20crn 28cm 5.97111 431 L E59 円形 24cm 23cm 32cm 5.99111 

374 L D59 楕円形 24cm 22cm 28cIll 5.97m 432 L F59 楕円形 24cm 20cm I 23cm 6.13111 

375 L D59 円形 21cm 21c01 32cm 5.95m 433 L D60 円形 28cm 26cm 65cm 5.57m 

376 L D59 IJJJ1~ 25cl11 24cm 18cm 6.08111 434 L D60 円形 24cm 23cl11 27cl11 5.94m 

377 L D. L E60 }j形 20cm 19cm 15cm 6.02111 435 L E60 桔円形 16cl11 14cl11 22C!l1 6. 10111 

378 L E59 方形 ]8cm 17cm 13c日1 6.04111 436 L E61 円形 22C!l1 21cm 29cm 6.00111 

379 L E59・60 円形 21cm 20cm 15cm 6.02111 437 L E62 方形 17cm 15cm 24cm 6.12111 

380 L E60 円形 23cm 21cm 13cm 6. 15111 438 L F61 楕円71ラ 22cm 20cm 22cm 6.15111 

381 L E. L F60 ブJH~ 22cm 21cm 24cm 6.09m 439 L E62 椅円形 28cm 26cm 30cm 6.00111 

382 L C59 方形 30cm 27c日1 29cm 5.87m 440 L G61 円形 26cm 25cm 18cm 6.24111 

383 L C59 楕円形 51cm 35cm 28cm 5.85111 441 L H61 円形 20cm 20cm 16cm 6.24111 

384 L D59 楕丹形 23cm 20cm 30cm 5.95111 442 L H61 方形 38cm 34cm 20cm 6.20111 

386 L E60 円形 42cm 39cm 28cm 6.00m 443 L 161 方形 19cm 18cm 18cm 6.25111 

394 L E60 楕rTJ形 22cm 20cm 32cm 6.00111 444 L J 61 椅円形 24cm 20cm 26cm 6.17m 

395 K S63 〔楕円形) 39cm (15cm) 19crn I 5.97n 445 L 161 PD杉 |ぉcm 21cm 20cm 

※(  J内の平面)1三は推定形で、( )内の数値は残存備で、ある。
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第4章

7表柱穴様ピット観察表(4 ) 

SKP 検 出 大きさ !忠商 SKP 1会
平田形

大きさ 底面

番号 グリッド
平面形

長事11 短i!i告 よ{木とrロ ムごィ のP1寺H三古fjヨワ 番号 グリッド 長車111 車h よ{牛'句rロ、ユc:ぞ の標高

L 161 〔楕IIJ.形〕 (山1)1 22cm 1出 11 6・]つつLem 5/') L D60 J:;-J伝 24cm 21cm 16cl11 6.04m 

447 L J 61 円形 19Cil1 18clll 21cm 6.20m 「リつιυつ L E63 円形 22cI11 I 21clll 20Clll 0につ~LJつm 

~62 楕円形 19cm I 16cl1l 15cm 6.08m 524 L F63 楕|斗形 }つ山つCI11 20Cl11 20Cl1l 6.21m 

方形 19cm I 18cm 23Clll 5.98m 525 L D60 円形 15cm 15cm 16cm 6.09m 

152 L B62 ドJJI三 17cm 15cI11 lUcm 6.10m 526 L D60 )J形 12c抗1 12cm 18cm 6.09111 

453 L B62 7i71三 17cm 17cm 20cm 6.00m 527 L E60 円形 18cm 18cm 18cm 6.05111 

454 L B62 方形 13cm 13crn 20cI11 6.01m 528 L E60 五iIラ 12cI11 12c01 24cm 6.06m 

455 L C62 円形 17c日1 16cm 19cm 6.04111 529 L E60 方形 25cm 22cm 24cm 6.08111 

456 L C62 指円形 22cm 20cm 21cl11 6.07111 532 L E60 11]形 12cm 12cm 13cm 6.14111 

461 L C62 円形 17cm 23cl11 6.07m 533 L E60 方71三 13cm 12cm 15cIll 6.13m 

162 T ムJ D62 つ 円形 lr:;rn1 15cm 16cm 6.15m 534 L E60 寸千百え ~Llrn1 31cm 24cm 6.01m 

463 L D62 楕円形 15cm 14cm 16c日1 6.07m 535 L D60 方形 27cm 27cm 22cm 5.98m 

465 L D62 円形 31cm 31cm 19cm 6. 10m 536 L D60 方形 22cm 21cm 13cm 6.09111 

467 L D61 円形 20cm 19cm 15cm 6.11m 537 L D59 . 60 方形 18cm 17clll 17clll 6.03111 

468 L C61 円形 19cm 19c1ll 16Cl1l 6.14m 538 L D59 円形 21cm 20Clll 20cm 6.05m 

469 L C61 円形 17cm 17cm 8 cm 6.19m 540 L F59 楕円形 19cm 17cm 34cm 6.00111 

470 L C61 楕円形 25clll 22cm 23cm 6.00111 541 L F59 方形 16clll 16cm 21cm 6.12111 

471 L D61 円形 25cm 25cm 17cm 6.12111 542 L F59 ;j古円形 18cm 16cm 18cm 6.19111 

472 L D61 楕円形 20cm 14cm 15cm 6.14111 543 L F59 円形 15cm 14cm 18cm 6.19111 

473 L D61 円形 15clll 14cm 14cm 6.16m 544 L F58 ;惰円形 MつMつcm 20cm 27cm 6.07m 

474 L D61 楕I:I]形 17clll 14cm 25cm 6.04m 546 L E58 椅円形 19cm 17Cll1 21cm 6.11111 

475 L D61 円形 16cm 15Cl11 16cm 6.17111 547 L D58 方]~ 26cm 25cm 30cm 5.92111 

476 L D61 楕円形 17cm 15Cl11 14cm 6.15m 548 L C64 楕円形 23cm 21cm 19cm 6. 11m I 

477 L E61 方形 18cm 18cm 12cm 6.14111 549 L C64 楕円形 18cIll 16cIll 25cm 6.05111 1 

479 L C65 山形 20cm 20cm 27cm 6.09m 551 L C64 円形 31cm 29cm 30cm 5.97111 

481 L C65 +者向7f:; 24cIl1 22cIl1 32cm 6.04m 556 L C67 円形 つムJつcm 23cI1I I 12cm 6.26m 

482 L C65 日百円形) (l6cm) 16clll 31clll 6.05111 557 K S63 方]I~ 25clll 24clll 18clll 5.84111 

483 L C65 方]f:; 31crn 26crn 54仁III 5.83111 559 L /¥65 jJJI三 19cm 18cm 12cm 6.10111 I 

484 L C66 桔円71三 'ucm 24cm Jつムつcm 6.01111 560 L C64 楕円形 20cm H:icm 28cm 6.02111 

1186 L C66 ドHI~ Hicm 15cm 20c01 6.16m 561 L C6，1 1 LJ7f; 31c01 29c01 2Rc01 6.03111 I 
488 L B65 円形 中つ山つcm 22cm 35cm 5.92m 562 L A62 方fl~ 山2ocm 26cm 29cm 5.89m 

490 L C63 楕円形 22cm 19cm 22cm 6.09111 563 KT62 〔方形〕 (17cm) 18cm 29cm 5.79m 

504 L C63 i剖TJ71三 19c01 16c01 28cm 5.99111 565 L F63 円形 25c01 ムつ.'-'つco1 14clll 6.24m 1 

505 L C63 円71~ 18cm 17c[日 25cm 6.05m 566 L F63 桔円形 26cm 23cm 14cm 6.25111 

506 L E63 楕Il_J71~ 22cm 19c1ll 16cm 6.22111 567 L F63 持 rLJ71~ 16cm 13cm l1cm 6.27111 

507 L H61 円形 17cm 16c01 24c日1 6.16m 570 L F64 円形 27cm 25cm 36cm 6.05m 

508 しH61 指円形 :2oc01 :25cm 17cm 6.23m 571 L F64 円形 }つ】つClll 21c01 19c01 札21mI 

509 L H61 7J71会 ::::9cm ~8cm 26cm 6.11rn ピJ門tL5}d L F64 11Jjl会 37cm 36cm 16cm 6.2:3m 

510 L H61 円形 20cm 19cm lOcm 6.27m 573 L G64 j:TJI三 20cm 19cm 15cm 6..30m 

511 L 161 円形 20cm 20CIll 18cm 6.24m 574 L G64 円形 25cm 24cm 23cIll 6.19111 

L 61 方jf; 36cm 28cm 21cm 6.24m L G64 円形 ひ5cm 24cm 

:=i13 1 L J 60 )TJI予 29cm 24c01 13cm 6.2:2m 576 L G64 1有11)形 4ハe，)円Clll 20Clll 6.29 

L 162 楕円形 4什~5cm 22cm 20cm I 6.27m 5門i門i 円形 ム')ム:C;Clll 21clll ど3c01 6.16m 

515 L 162 楕円形 25cm 22cm 18仁日l 6.31m 57R L H63 円形 18c01 18cm 26cm 6.17m 

:516 ! L 16三 i弓7伝 記4Clll 24clll I己()Clll 6.25m り79 )JJiヲ 21cm 21叩 15crn 6.34m 

517 L 163 桔Il:J11三 26c01 23clll 43cm 6.03m 580 L H64 円形 18cm 16clll 18cm 6.32m 

518 L D60 方形 24clll 23c1日 19cm 6.03m 581 L 164 |斗71三 24cm 24cm 43cm 6.07m 

)iJl三 22c:rn 16cm 6.08111 582 ITJlf~ 29cm ぷ日 ( cじI一II 16cm ι35m 

520 L D5D I'JJI三 22 じ111 どりじl!l 6JJ6m 583 L 164 日~11 J)I三 2ιlcm 20cm l5cm 

I 521 I L D60 . 61 方形 22c01 1 22cm 昨 m16. 06m 584 I L 164 |楕PJ]I三 22c01 18cm 19cm 6.36m 

] I大!の γCI吉i1 1ラは fÍÍ'~-t'I1予でも( ) !:I~J の数艇は与を存慌である
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第l節検出遺構

8 、hiソノ
J

ピ ( 5 ) 

SKP 1寅
三ドl白JI三

大きさ 底面 SKP 検 tB 
平li:riJI;

ノi¥-まCヰ‘ベC了 !ま ilii
官{fi竺IコT グリッド 長平III 間車III 深さ の標高 番号 グ1)ッド 長村1 ~Q[lilh 深さ の標高

585 L 164 方形 20cI11 20cm 47cm 6.05111 640 KT61 方形 20cm 19cm 20cm 5.94111 

586 L 164 楕円71; 21cl11 18cm 17cm 6.35111 641 KT60 円形 28cm 26cl11 27cll1 5.88111 

587 L 163 円形 22cm 21cm 17cm 6.33111 642 K S' K T61 楕円形 25cm 23cm 14cl11 5.74111 

588 L J 64 楕円形 27cm 24cm 18cll1 6.37111 643 KT61 ;571三 ιc)ム2cm 山つ4つ::CIl1 24cm 5.91111 

589 I L J 64 楕円形 20Cll1 17cm 17cll1 6.36111 644 K T61 方形 37clll 36cl11 16c01 5.97111 

590 L J 64 円形 17cm 17c01 41cm 6.10111 645 L D60 iごg形 24c01 20cm 6.09111 

591 L J 63・64 楕円形 21cm 19cI日 32cl11 6.16111 646 L A61 方形 22cm 22cm 22cll1 5.85111 

592 L K64 楕円JIラ 23cm 20c01 29cm 6.26111 647 L 1¥61 楕円形 13c01 llc01 lOcm 5.84111 

593 L K63 円形 つ山中つCIl1 20cm 24cm 6.27111 648 L A61 指円形 16c01 14cll1 8 cm 5.84m 

594 L J 63 楕円形 J円ぷ円cm 31c01 12c01 6.39111 649 L 1¥60 方形 24cm 21cm 14cm 5.99111 

595 L J 63 方形 28cll1 25clll 30cm 6.19111 650 L A60 方形 19cm 19cm 24cll1 5.89111 

596 L J 62 円形 22cm 21cm 34cm 6.15111 651 L B59 円形 17cm 16cm 23cm 5.83111 

597 L H63 方'JE~ 23cm 23cm 20c01 にO.中つ5111 652 L B59 方形 13cm 12cm 20cm 5“85m 

598 L D66 J告円形 21cm 17cm 32cm 6.05111 653 L A. L B59 円形 14cm 13cm 22c01 5.84111 

599 L D66 円形 山つ。円cm 21cm 34cm 6.03111 654 L A59 楕円形 28cl11 25cm 22cm 5.80m 

600 L D67 Pl'Jf-; ムつリつcm 21cm 22cm 6.17111 656 L B59 楕円71; 21clll 19c1ll 22cll1 5.79111 

601 L E67 方形 ιつe.)円cm 21cm 28cl11 6.15111 657 L B59 |ヰ~三 21cm 21cm 17cm 5.83111 

602 L G67 ド十万三 18Cl1l 17clll 36clll 6.09111 658 LA68 方形 23cm つムJつcm 22Cll1 6.12111 

603 L G67 円形 22cm 21clll 30c01 6.13111 661 L B59 円形 16cm 15cm 12cm 5.88111 

604 L H63・64 〔楕円形〕 20cm (12c01) 14Cl11 6.28m 662 L B58 方形 15cm 14cm 15cm 5.79m 

605 L J . L K61 楕円形 32cm 30Cl11 つ山中つcm 6.24m 663 L B59 円形 18Clll 18cm 27cm 5.68111 

606 L J 61 円形 30cm 29cm 34cm 6.12111 666 L B58 方形 22cm 19cm 12cm 5.81111 

607 L J 61 円形 20cm 19C111 15cm 6.32111 669 L E67 円形 21cm 21cm 20cm 6.28m 

608 L 162 方形 18cm 17cm 12cm 6.31111 670 L E68 方形 15cm 15cm 16cm 6.29m 

609 L 162 方形 17cm 14cm 21cm 6.26111 672 L D69 楕円形 27cm 23cm 22cm 6.19m 

610 L H62 円形 24cm 23cm 15cm 6.27m 675 LA58 円形 41cm 39cm 20cm 5.90111 

611 L H62 方形 15cm 14cm 14cm 6.29111 678 L B64 円}巴 22clll 22clll 24cm 6.05m 

612 L H62 円形 4円5cm 23Cll1 15cm 6.26111 683 KR62 円形 23cm 22cm 39cm 5.68111 

613 L H62 円形 14cm 14cll1 15cm ι27m 684 MQ44 楕円芳三 28cm 25cm 31Cll1 6.49m 

614 L G62 方形 15cll1 15cm 28cm 6.13111 685 MR44 円形 21cm 20cm 31cm 6.50111 

615 L H61 jjJ巴 28c01 ぷ円門Ic01 33仁!ll 6.02m 686 MR44 円形 16cl11 15cm 34c01 6.46111 

616 L H61 ブ]31ラ Elc01 19cm 22cm 6.15111 687 MR44 円形 19cm 19cm 29cm 6.51111 

617 L G61 方形 18cm 16cm 30cm 6.10111 689 MR44 円形 20cm 18cm 29cm 6.50m 

618 L G61 方形 24c111 24cm 36cm 6.04m 690 MS45 JJ"jl三 日4crn 22crn 40cm 6.37111 

619 L G63 情円形 27cm 23Cl1l llcm 6.26111 691 MR.M S45 円形 20Clll 20じ[自 30cm 6.49111 

620 L F. L G63 楕円形 22cm 20Cll1 20cm 6.20m 694 MR46 円形 20cl11 20cm 36cm 6.46m 

621 L E. L F62 方形 16cm 14cm 23c111 6.13111 695 MR46 持|こLJ形 19c111 17cm 37cm 6.43m 

6?? L F61 方形 24cl1l つ中中つcm 27Cl1l 6.13111 696 MS46 i斗71三 19cm 19c11l ~7cm 6.50m 

624 L F61 1告円形 18c111 15Cl1l 21crn 6.14111 697 MS46・47 ド~jl~ 19cm 19cm 29cm 6.52m 

625 L H62 楕11]')1ラ 28c111 23cm J円門fcm 6.05111 698 MS47 円形 20crn 18cm .34Cl1l 6.48m 

626 L H62・63 方形 ぷ円円icm 26cm 20cm 6.22111 699 MS46 方形 27cm 27c111 43cm 6.33111 

627 L 163 桔円形 19c111 17cm 14Cl1l 6.34m 700 M S46 . 47 円形 18cm 18c01 29cm 6.50m 

628 L 164 円形 28cm 27cm 50cm 6.00111 701 MT47 方形 14Cl1l 13C111 32cm 6.48m 

629 L E62 円形 14Cl1l 13Cl1l 24cm 6.09111 702 MS47 円形 22cm 21c111 dつdつCl1l 6.48m 

630 L E65 円形 16cm 15cI11 19cm 6.25111 703 MT47 円形 21cm 20Cl1l 40c01 6.39111 

634 KT61 円形 21c111 21cm 14c01 5.99m 704 問T47 方形 18Cl1l 18cm 37cm 6.44111 

635 KT61 円形 23Cl1l 22cm 19c01 5.95111 705 MT47 方形 16Cl1l 15cm 42Cl1l 6.46111 

637 L A61 〔方形〕 22cm (19cm) 23cm 5.89111 706 MT42 楕円形 30Cl1l 27cm 41Cl1l 6.38m 

638 K T61 方形 25cm 24c01 31cm 5.83111 708 NA42 楕円71:; 27cm 21cm 38cm 6.45111 

639 K T61 方形 261 26cm 25cm 5.91111 709 NA42 円形 19c01 18cl11 30cm 6.55111 

※(  ) I)~ の干由形(j:推定3[ラで、)内の数{誌は投下T'fn'Iである。
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/"-tr- ，1 ォ壬r

:;ti Li:与主

SKP 検 1:1:'1 

J江工乙了7仁7コ グリッド

710 NA42 

711 MT43 

712 1v1 S' MT47 

713 MS46 

714 MS46 

717 L C58 

718 L B58 

719 L B58 

720 L B58 

721 L C59 

722 L C59 

723 MT42 

724 MT43 

725 NA43 

726 NA43 

727 NA43 

728 NA43 

729 NA43 

730 NA44 

731 NA43 

732 N 1¥.NB43 

733 NB43 

734 NB43 

735 NA43 

736 NA43 
門f.)口門i NA44 

738 NB44 

739 NA44 

740 NA/j4 

741 N A44 

lVIT. N 1¥44 

743 おlT43

744 MT43 

745 MT46 

746 MS .MT46 

747 !vIT45 

748 NA4f.j 

B59 

75“ つ N i¥45 

753 N A45 

754 NA45 

i:J:J NA4S 

I 756 NA44 

{0{ NA45 

758 NA45 

759 NA45 

760 A45 I 

平田形

円J]三

楕円 71~

円形

ブ]'11三

円形

円形

j]:f]三

椅PJJI三

方 jl~

円形

方形

円形

楕円形

方形

円形

楠円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

惰円形

円71:;

円形

円形

楕円 Jf::~

円)1三

[=IJ)I三

IJ行i三

方形

楕円形

円形

円形

7]:11ラ

ド-JJl三

情iTj形

+告 IJ~7巳

ド=JJI三

方形

楕円形

方Jf:;.

)j'形

楕 IIJJI~

円形

H71三

第9表柱穴様ピット観察表(6 ) 

一PL、:~ 2 底面 SKP :j:g人L 出
平田形

大きさ 底面

長i袖 短判i オqロミムeザ の|崇高 ~回hZL:一t勺二1 グリッド 長制l 短車111 {、オ''1ミ.-こJ三 の標高

30じ111 28Cll1 35Cll1 札53m 761 NA4S 円J]三 つ--つcm ]つ]つcm 33cm 6.4S111 

23cm 21Cll1 35Cll1 6.49m 762 NA45 jJJj三 19cm 17cm よ日nC!ll 6.53m 

21c01 20C01 36cm 6.45m 763 1可A45 ブ'j]1ラ 18clll I口cm 28cm 6.49m 

21clll 20cm 33cm 6.45m 764 NA44・45 I_LJ )1三 28cm 27cm 31Cll1 6.47m 

21Cll1 20cm 31c111 6.45m 765 IVI R . IVI S 43 楕円形 27c01 23c01 35Cll1 6.48m 

22c111 22cm 31cm 5.60m 767 MS43 円形 22cm 21cm 31cm 6.58m 

29clll 25clll 30Clll 5.57m 768 NA45 円形 14cm 13Clll 28cm 6.49111 

20Clll 19cm 13cm 5.78111 769 NB45 P~JJI三 15cm 14c01 34cm 6.47111 

22m 20cm 9 C01 5.81m 770 NB45 持i斗11三 18cm 16cm 31cm 6.50m 

19cIll 18Cll1 14cm 5.86m NB45 方形 14c01 14cm 29cm 6.53m 

29cm 25cm 20c 5.81m 772 NA.NB44 楕円形 28cm 25cm 33cm 6.48111 

25cm 23cll1 33cm 6.52m 773 NA44 円形 23cm 22cm 35cm 6.44m 

23clll 20cm 31cm 6.51m 774 NB44・45 楕円形 24clll 21cm 28cm 6.54111 

29cm 27cm 41cm 6.44m 775 NB45 円形 22cm 21cm 36cm 6.49m 

17cll1 16cm 39cm 6.48m 776 NB .NC45 楕円形 19cm 16cm 25cm 6.60m 

24cm 21Cll1 29cm 6.51m 777 NC45 楕円形 21cm 19c日1 27cm 6.59m 

23c01 21cm 29c01 6.51m 778 NB45 楕円形 17cm 15cll1 30cll1 6.56m 

22cm 21c01 30C111 6.50m 779 NB45 楕円形 21cm 16cm 36cm 6.47m 

21cm 19cm 23c111 6.57m 780 NB45 方形 16c01 16cm 30cm 6.52m 

19cm 17cm 26c01 6.58m 781 NB45 楕円形 23cm 20cm 34cm 6.47m 

21cm 20cm 48cm 6.39111 782 N B45 楕円形 つM 山つcm 20cm 37cm 6.45m 

19cm 18cm 27cm 6.54111 783 NB45 円形 26cm 25c01 32cm 6.48111 

25c01 22cm 29cm 6.51m 784 NA45 楕円形 28cm 26cm 32c!l1 6.47111 

16cm 15cm 24clll 6.55111 785 NA45 )]'7巳 19cm 18clll 32cm 6.47111 

27cm I 26叩 31cm 6.48111 786 NA45 円形 19cm 19c01 34cm 6.47111 

30cm おCll1 I 38cm 6‘42111 787 N A45 楕円形 33cm 30cm 33cm 6.46111 

26cm 25cm 25cm 6.56111 788 NA45・46 円)1三 20cm 19cm 31cm 6.48111 

23cm ム'1ム'iじm JつL円crn 6.47111 789 NA45 IIJ7巳 19cm 17cm 32cm 6.48m 

17cm 17じIII 36clll 6.48111 790 N 1¥46 情円形 27cm 24c111 34cm 6.44111 

17cm 17cm 27c01 6.51111 795 N A46 楕円形 24cm 22cm 34cm 6.42111 

18cm 17cm 43cm 6.32m 796 NB45 情円形 21cm 20C01 30cl11 6.54111 

21cm 20cm 42cm 6.42111 797 NC45 円形 20cm 18cm 27cm 6.58111 

つ25じm 日つつ~cm 50cm 6.39m 798 MT41 円形 20cm 19cm 23cm 6.51111 

22cm 21cm 30cm 6.43111 799 MT42 楕/_IJ形 22cm 20cm 34cm 6.43111 

25cm 23cm 33cm 6.40111 800 N A41 楕円)1:; 23cm 21cm 28cIll 6.56111 

18cm 17c01 31c01 丘45m 801 MT42 楕円形 26cm 23cm 35cm 6.46111 

21cm 20C01 I 29c01 6.42111 802 46 円形 14cm Hcm 36cm 6.43111 

acm ::::4cl11 乙bCI11 ::>.14111 δり3 NA4り 1'1:11会 15cm 15cm 32cm 6.44111 

17c01 14cm 34cm 6.43111 806 MR47 11 J形 20C01 19cm 27cm 6.56m 

19c01 19c01 33cm 6.45111 807 IVI Q43 円形 20cm 20cm 16cm 6.31m 

20cm 19cm 32c01 I G.4S111 808 M S47 楕円形 17c01 15cm 10cm 6.69m 

23c01 18c01 21c01 I 6.53111 809 L D58 ITJJf~ 21仁[ 19c01 

26じ[日 26cm 55c01 6.20111 810 L D58 円形 20cm 19cm 

18cm 16cm 26c01 6.48111 811 L D58 円形 24c01 23cm 

25c01 23cm 31cm 6.43m 812 L C' L D58 円形 22c01 21cm 

18cfll 18cm 32cm 6.45111 813 L C58 円形 26cm 24cm 

|20ml どりC01 32cm 6.44111 814 L C58 I栴l引i三 20cm 18c01 

※(  J 内の一、ード rl.! i}l~ は推定7f~で、 ( ) I:I;Jの数植は筏存ii立でーある
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第4節検出遺構

4 竪穴状遺構

S K 192竪穴;1犬遺構(第14図、図版6) 

L B66・67、LC66の各グリッドで確認した。平田形は長軸(北西 南東)1. 72m x短軸(北東一

南西)1. 60mの略方形を呈し、確認面からの深さは0.31mで、ある。底面は平坦で、壁は急、な角

ちヒカまっていた。 は4層に分けられ、第3層が炭化物層となっていた。遺構内壁付近にピットが

合わせて 8個穿たれていた。各ピットの大きさは以下のとおりである。ピット 1は長軸0.23m、短斡

0.22m、深さ0.17m、ピット 2は長斡0.21m、短軸0.20m、深さ0.28m、ピット 3は長軸0.28m、

軸0.27m、深さ0.13m、ピット 4は長車rnO.25m、短車[110.24m、深さ0.17m、ピット 5は長軸0.25m、

短軸0.21m、深さ0.14m、ピット 6は長軸0.21m、短軸0.20m、深さ0.13m、ピット 7は長軸0.18m、

短軸0.17m、深さ0.13m、ピット 8は長軸0.18m、短軸0.17m、深さO.llmで、ある。遺物は出土しな

かった。

5 井戸跡

S EOl井戸跡(第15図、図版ア)

KT66グリッドで確認した。平面形は長軸(北西一南東)1. 28m x短軸(北東一南西)1. 27mの円

形を呈し、確認面から調査で掛り下げた最深部までの深さは2.15mである。底面はほぼ平坦で、

な角度で立ち上がっていた。覆土は10層であった。 遺物は出土しなかった。

S E70井戸跡(第15図、図版7) 

KT. LA67の各グリッドで確認した。平面形は長特(北東一南西)1. OOm X短軸(北西…南東)

0.93mの円形を宝し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.49mで、ある。底面は平坦で、

壁は急、な角度で、立ち上がっていた。覆土は 7層であった。遺物は出土しなかった。

S E127井戸跡(第15図、図版7) 

L A60 . 61の各グリッドで確認した。 SK P 126と重複し、 SE127が新しし=。平田形は長軸(北東

1. 37m X短車III (北西-南東)1. 14mの楕円形を呈し、経認面から調査で掘り下げた最深部ま

での深さは1.02mで、ある。底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は 4層であった。

は鉄浮が1点出土した。

S E 176井戸跡、(第15図、図版7) 

KT63・64の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)1. 71m X短軸(北西-南東)1.

61mの円形をし、確認聞から調査で掘り下げた最深部までの深さは2.54mで、ある G 底面は平担で、

は念、な角度で立ち上がっていた。覆土は 6層であった。 遺物は土Ii市器片がl点、須恵器系中世陶器

片が4点(うち 3点は第24凶23、30、第26図51)、由物の柄杓がl点(第29図71)、被熱痕のある自然

石が1点、鉄浮が5点出土した。

S E211井戸跡(第16図、図版ア)

KT65グリッドで確認した。平面形は長軸(北西一南東)1. 34m X短軸(北東一南西)1. 18mの楕

円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは2.29mで、ある。底面は平坦で、

な角度で、立ち上がっていた。覆土は 5層であった。遺物は土師器片がl点、須恵器系中i:lt陶器の片口

鉢口縁部片が 1点(第25図29)、板材が1点、鉄淳がl点出土したの
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第4章調査の記録

@ S K 192 

A B 

同i
( 1) 円F同F吋3 _f_ (A  。
~ ー‘¥ノ 11P8 

P6 。

E 

S KP85 

己i

A H : 6.50m B 

C D
 

、1
‘、4I 
ハりrJ
 

ハ
h
U

T
J
=
 

''rai 晶

E PA m
 

ハリ
F
h
u
 

ρ
h
U
 

7

・1
1
i
 

第14図 5 K 192竪穴状遺構
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S E220井戸跡(第16図、図版7) 

会主r;1 告七
71マτιμ

L D69グリッドで確認した。平面形は長軸(東一西)1. 09m X短軸(北 南)1. 06mの円形を呈し、

確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.53mである。底面はほぼ平坦で、援は急、な角度で

立ち上がっていた。覆土は 7層であった。 遺物は板材2点が出土した。

S E225井戸跡(第16図、図版7)

LA59グリッドで確認した。平面形は長斡(北西一南東)1. 32m X短軸(北東一南西)1. 28mの円

形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.34mである。底面は平坦で、壁は急、な

角度で、立ち上がっていた。覆土は8層であった。遺物は深さ中央付近から自然石が1点出土した。

S E252井戸跡(第16図、図版7) 

L B58・59、LC59の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北西一南東)1. 18m X短軸(北東一

南西)1. 09mの円形を呈し、確認面から調査で掘り下けfた最深部までの深さは1.72mで、ある。底面は

平坦で、躍は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は 4層であった。遺物は皿に転用された須恵器の杯

底部片が1点(第23図16)、覆土下位から礁が9点出土した。また炭化した米、小豆も少量出土した。

S E316井戸跡(第17図、図版8) 

L B58・59、LC59の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)1. 82m X短軸(北西

高東)1. 79mの略円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.87mで、ある。底面

は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は3層であった。遺物は箸が1点(第29図76)、

木片が1点(第29図77)、古瀬戸中N期(14世紀中葉)の灰紬平椀底部片が1点(第28図62)出土し

ている。また炭化した米、小豆も少量出土した。

S E324井戸跡(第17図、図版8) 

KQ64・65、KR64 . 65の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北-南)2.39mX短軸(東一酉)

2. 11mの楕円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.87mで、ある。底面はほぼ

平坦で、盛は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は3層であった。遺物は出土しなかったの

S E326井戸跡(第171盟、図版8) 

L B60・61、LC60の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)1. 16m X短軸(北西一

南東)1.13mの隅丸方形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.29mで、ある。底

面は平坦で、壁は急な角度で立ち上がっていた。

した。

S E358井戸跡(第16図、図版8) 

は3層であった。遺物は炭化した米が少量出土

K Q63 . 64の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)2.31mX短軸(北西-南東)2. 

25mの楕円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.91mで、ある。底面は平坦で、

は急、な角度で立ちょがっていた。覆土は14層であった。遺物は須恵器系中世陶器片が4点(うち 1

は第26図40)、桃の核が1点出土した。

S E364井戸跡(第17図、図版8) 

KP65・66の各グリッドで確認した。平田形は長軸(北東一南西)2. 07m X短軸(北西-甫東)1.

87mの楕円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.10mで、ある。底面は平坦で、

は 1~3 層までが緩やかで、 4 層が急、な角度で立ち上がっていた。 は4層であった。遺物は
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調査の記録
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S E01 

1.黒褐色土 (10YR3/2) 
2.氏賞褐色土 (lOYR4/2) 
3. にぷい黄褐色土 (10YR5/3) 
4.灰寅褐色土 (lOYR4/2) 
5. にぷい賞掲色土(lOYR5/3) 
6. によい貰褐色土(lOYR6/3) 
7. によい黄褐色土 (10YR5/3) 
8.黒掲色土 (10YR3/2) 
9.灰寅褐色土(lOYR4/2) 
10.時灰黄色土 (2.5Y5/2)

@ 

第問題
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H : 6.50m一一

S E 176 

日:6.40m 

S E70 

1.灰黄褐色土 (10YR4/2) 
2 黒褐色土 (10YR3/2) 
3.黒褐色土(lOYR3/1) 
4 褐灰色土(lOYR4/1) 
5.黒褐色二i二(lOYR3/1) 
6.黒褐色土(lOYR3/2l 
7.緑灰色土(5 G5/1) 
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第 4簡

⑨
 

H : 6.60111一一

S E252 1.灰貰褐色土(10YR4/2) 
2.黒褐色←1-.(lOY R3/2) 
3.黒褐色土 (10YR3/1) 
4. 11音縁灰色土 (7.5G4/1)

S E358 1.黒褐色土 (10YR3/2) 
2.褐灰色土 (10YR4/1) 
3. 灰賞褐色土 (10YR4/1) 
4.黒褐色ニ1:(10Y R3/2) 
5.黒色土 (10YR1.7/1)
6.黒褐色土 (10YR3/1) 
7.灰貫褐色土(lOYR6/2) 
8.灰趣褐色土 (lOYR4/2) 
9. にぷい賞褐色土 (10YR5/3) 
10.灰貰褐色土 (lOYR4/2) 
11.褐灰色土(lOYR5/1) 
12.褐Fk色土 (10YR4/1) 
13.灰色土 (5Y 4/1) 
H.灰色土 (10Y4/1) 
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第 4童 調杏の言日銀

S E326 記主 5 E 316 

H : 6.30m一一

S E326 1.褐灰色土(lOYR4/1) 
2. )氏賞褐色二!こ(lOYR5/2) 
3. 暗繰灰色土 (7.5G Y 4/1) 

H : 6.00m 

⑮
 

S E316 1.黒色土 OuYR2/1) 
2.黒褐色土 (lOYR3/2) 
3. 1培脊灰色土 (5B G4/1) 

5 E324 

視
)

H: 6.30m-

日:6.40m一一

ロ1

第17臨 5 E316 Io 324 Io 326 Io 364井戸跡
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第4節検出遺構

骨 内

f畑
町

H
U

戸
内

upt 
C
M
 母 5 E555 

----

H : 6.80m-
H : 6.80m 

S E502 1. によい黄掲色土(10YR5/3) 
2.灰賞褐色土 (10YR4/2) 
3. Il奇緑灰色土 (7.5G Y 4/1) 
4.暗青灰色土(5 B G4/1) 

S E555 1.黒褐色土 (10YR3/1) 
2.灰黄色土 (2.5Y7/2)
3.黒色土 (2.5GY2/1) 

正事 S E715 £ゆ S E116 

日:7.00m 

S E716 1.灰色土 (7.5Y4/1)ハ
2.灰色二l:(5 Y 4/1) i 

m 

第18図 S E502. 555. 715. 716井戸跡
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第4章調査の記録

しなかったo

S E502井戸跡(第18図、図版8) 

L 1 . L J 63の各グリッドで確認した。平田形は長軸(北一南)1. 56m X短軸(東…西)1. 41mの

楕円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.73mで、ある。底面は平坦で、壁は

急、な角度で立ち上がり、深さ中央付近で屈曲していた。覆土は 4層であった。遺物は出土しなかった。

S E555井戸跡(第四図、図版8) 

MS43・44、lVIT43・44の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北西-南東)1. 70m X短軸(北

-南西)1. 54mの略円形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.70mで、ある。

底面は平坦で、、壁は急、な角度で、立ち上がっていた。覆土は 3層であった。遺物は土師器片が2点、石

製品が1点(第32図110)出土した。

S E715井戸跡(第18図、図版8) 

NA43グリッドで確認した。平面形は長軸(北西-南東)1.41mX短軸(北東一南西)1. 33mの円

形を呈し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.22mで、ある。底面は平坦で、壁は急な

角度で立ち上がっていた。覆土は 2層であった。遺物は土師器片が1点出土した。

S E716井芦跡(第18図、図版9) 

NA43・44の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北…南)1.42mX短斡(東一酉)1. 34mの円

形を皇し、確認面から調査で掘り下げた最深部までの深さは1.36mで、ある G 底面は平坦で、壁は急、な

角度で立ち上がっていた。覆土は2層であった。遺物は出土しなかった。

6 土坑

S KI09士坑(第19図、図版9) 

K S61グリッドで確認した。平面形は長軸(東一西)O. 90m X短軸(北一南)0.70mの楕円形を呈

し、確認面からの深さは0.26mである。底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は 2

であった。 遺物は鉄i宰が4点出土した。

S K119土坑(第四図、図版9) 

KT61グリッドで確認した。 SK P 118柱穴様ピットと重複し、 SK P 118柱穴様ピットが新しい。

平面形は長軸(北西…南東)0.76mX短軸(北東 南西)0.44mの楕円形を呈し、確認面からの深さ

は0.06mで、ある。底面はほぼ平坦で、接は急な角度で立ち上がっていた。

は出土しなかった。

S K203土坑(第四回、図版9) 

はl層であった。 遺物

L E65・66の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)1. 30m X短軸(北西-南東)1. 

02mの楕円形を皇し、確認面からの深さは0.56mで、ある。底面は平坦で、、壁は急、な角度で、立ち上がっ

ていた。覆土は 4膚であった。遺物は出土しなかった。

S K294土坑(第四図、図版9) 

L B61グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)1. 10m X短軸(北西一南東)0.71mの楕

円形を呈し、確認面からの深さは0.18mである。底面は平坦で、壌はやや緩やかに立ち上がっていた。

は2層であった。 遺物は須恵器系中世陶器の斐片が1点出土した。
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第4節検出遺構

S K308土坑(第四図、図版9) 

L C59・60、LD59・60の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北西 南東)1. 59m X短軸(北

一南西)l. 53mの円形を呈し、確認面からの深さは0.47mである。底面はほぼ平坦で、壁は急な

度で、立ち上がっていた。覆土は3層であった。遺物は須恵器の斐片が 1点出土した。

S K448土坑(第19図、図版9) 

L J 61グリッドで確認した。平面形は長軸(北西 南東)l. 20m X短軸(北東一南西)1.19mの円

形を呈し、確認、面からの深さは0.35mで、ある。底面は平坦で、擦は急、な角度で立ち上がっていた。覆

土は 2層であった。遺物は須恵器系中世胸器の斐片が2点(うち 1点は第26図50)出土した。

S K503土坑(第四図、図版9) 

L H62・63の各グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)l.10m X短軸(北西一南東)O. 

86mの楕円形を呈し、確認面からの深さは0.41mで、ある。底面はほぼ平坦で、壁は急、な角度で立ち上

がっていた。覆土は3層であった。遺物は出土しなかった。

S K539土坑(第20図、図版10)

L F65グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)O. 94m X短軸(北西一南東)0.71mの楕

円形を呈し、確認面からの深さは0.27111で、ある。底面は平想で、壁は急、な角度で、立ち上がっていた。

覆土は 2層であった。遺物は出土しなかった。

S K633土坑(第20図)

L E64グリッドで確認した。平面形は長軸(北東一南西)0.79mX短軸(北西-南東)0.52mの楕

円形を呈し、確認面からの深さは0.07111で、ある。底面は平坦で、壁は緩やかな角度で、立ち上がってい

た。覆土は2層であった。遺物は出土しなかった。

S K636土坑(第20図)

KS'KT61の各グリッドで確認した。 SK P642柱穴様ピットと重複し、 SK P642柱穴様ピット

が新しい。平面形は長軸(北西…南東)0.98111 X短軸(北東一南西)0.62mの隅丸方円形を呈し、確

認面からの深さは0.22mである。底聞はほぼ平坦で、援は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は2

であった。遺物は出土しなかった。

S K671土坑(第20図、図版10)

L F66グリッドで確認した。平田形は長軸(北東一南西)0.89mX短軸(北西-南東)0.88111の円

形をまし、確認面からの深さは0.16mで、ある。 底面は平坦で、壁は急な角度で立ち上がっていた G 覆

土は 1層であった。遺物は出土しなかった。

S K794土坑(第20図)

MQ43グリッドで確認した。 SX804種別不明遺構と重複し、 SK794土坑が新しい。平面形は長軸

(北西-南東)0.51mX短軸(北東一南西)O. 49mの円形を呈し、確認面からの深さは0.16111で、ある。

底面は平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっていた。覆土は l層であった。遺物は出土しなかった。

ア 鍛冶炉跡

S N96鍛冶炉跡(第20図、図版10)

KT61グリッドで確認したo S K P97柱穴校ピットと し、 SKP97柱穴様ピットが新しい。平
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第4章調査の記録

面形は長軸(北西一南東)1. 27m (残存値)x短軸(北東一 1.2~mの楕円形を呈し、確認面か

らの深さは0.12mで、ある。底面は中央部が窪んでいて、壁は緩やかな角

は3層であった。遺物は鉄浮が多量に出土した。

8 溝跡

S D02溝跡(付図・図版6) 

ち上がっていた。

調査区北東側で確認した。東一西-北西~北東一南西に延びる溝で、長さ33.88m 、 Ilf~O. 25~0. 55 

m、深さO.02~0. 08mである。断面形は iUJ字形を呈する。 遺物は須;容器片が1点、石製品がl点

(第32図109)出土した。

S D212溝跡(付図・図版10)

調査区北東側で確認した。北東 南西に延びる溝で、 SK P213柱穴様ピットと重複しており、 S

K P213柱穴様どットが新しし )0 長さ3.88m、棺O.32~0. 37m、深さO.07~0.13mである。断面形は

鍋底形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D297溝跡(付図・図版10)

調査区北東側で確認した。北西一南東に延びる溝で、長さ 7.28m、幅0.14~0.19m、深さ 0.02---0. 

08111で、ある。 断面形は iUJ字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D311溝跡(付図・図版10)

調査区北東側で確認した。調査区東端部から西に向かつて延び、 SK109土坑東側で大きく蛇行し

た後、北西-南東方向に延びている溝で、 SK P 319柱穴様ピットと重複しており、 SD311溝跡が新

しい。長さ10.03111、幅0.33-----0.47m、深さO.24~0.29mで、ある。断面形は íUJ 字形を呈する。遺

物は出土しなかった。

S D531溝跡(付図・図版10)

調査区北東側で確認した。南東一北西~北東一南西に延びる溝で、長さ19.18m、幅O.22~0. 32m、

探さO.03~0.16mで、ある。断面形は íUJ 字形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D564講跡(付図)

調査広西側で確認した。北-南-

2 ~0.21mで、ある G 断面形は逆台形を

S D568溝跡(付図)

一南に延びる溝で、長さ55.42m、!隔O.50~ 1. 18r司、深さ0.0

る。 遺物は土師器片が38点、須恵器片が4点出土した。

に延びる溝で、長さ1.18m、幅O.34~0. 39m、深さO.06~0. 調査区北東側で確認した。北東

12mで、ある。 断面形は逆台形を る。遺物は出土しなかった。

S D631溝跡(付図)

調査区中央部で権認した。北一南に延びる溝で、長さ41.63m、幅O.27~ 1. 06m、深さO.07~0. 27 

mで、ある。断面形は逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

S D632溝跡(付図)

中央部で確認した。北西-南東に延びる溝で、長さ26.51m、IIJ高O.41 ~O. 90m、深さ0.11~ 

0.27mで、ある。断面形は逆台形を呈する。 遺物は出土しなかった。

S D805溝跡(付図)
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調査区西側で確認した。北東一南西に延びる溝で、長さ39.69m、幅O.34~ 1. 46m、深さO.02~0.1 

2mで、ある。断面形は逆台形を呈する。遺物は土師器片が3点、須恵器片が2点出土した。

9 道路跡

SM343道路跡(付図・図版11)

調査区北東側で確認した。北西-南東に延びる道路跡で、南北両側に側溝を伴う。北側側溝の幅は

O. 39~0. 99m、深さO.04~0.13mで、断面形は逆台形を呈する。南側側溝の幅は0.43~1.15m、深さ

O. 06~0.25mで、断面形は逆台形を呈する。確認した道路跡の長さは68.31mで、道路部分の幅は1. 6

3 ~3. 88m、側溝を合わせた全体幅は、 2.97~4.42mで、ある。遺物は、道路部分から被熱痕のある須

恵器系中世陶器の播鉢底部片がl点(第24図24)、須恵器片が4点出土した。また南側側溝.からは

師器片が4点出土した。

10 その他の遺構

S X385種別不明遺構(第20悶・図版11)

L S56グリッドで確認した。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南西)0.29m、短軸(北西-

0.26m、確認面からの深さは0.29mで、ある。

た。覆土は2層に分けられ、遺物は土師器の

l点(第31図95)出土した。

S X804種別不明遺構(第20図)

はほぼ平坦で、壁は急な角度で立ち上がってい

が3点(第21図、第22図3、5、7)、土製支脚が

MQ43グリッドで確認した。 SK794土坑と重複しており、 SK794土坑が新しい。平面形は細長い

楕円形を呈し、残存部の長軸(北東一南西)0.73m、短軸(北西 南東)0.26m、確認面からの深さ

は0.09mで、ある。底面はほぼ平坦で、壁は急、な角度で立ち上がっていた。

しなかった。
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2節出土遺物

は遺構内外から、土師器、須恵器、陶磁器、木製品、金属製品、土製品、石製品などが、中コ

ンテナ(規格54X34X10cm)で20箱分出土した。 以下には、その時期を特定しがたいものがあるため、

種別ごとに記述することにした。また、記述した遺物については第12表~第22表の観察表にまとめた。

1 土師器(第21図1~ 5、第22図6~11、第10表、図版12)

遺構内106点(うち 4点を掲載)、遺構外933点(うち 7点を掲載)の計1，039点が出土した。器種は

小鉢、杯、斐で、その大半は斐である。また、これらは全て破片であり、器表面の磨滅したものが多

く、復元により全体の形状を把握できたのは小鉢l点のみである。 1は小鉢で、 2cm、図上復

原による口径7.3cm、底径3.1cmで、ある。 2は杯で回転糸切り技法によりロクロから切り離されている。

3 ~11は翠で、 4~ プはタタキ自のある斐である。出土した翠にはタタキ日をもつものが少なからず

確認できた。出土した土師器の時期は、タタキ自のある警の特徴から 9世紀の中頃と忠われる。

2 須恵、器(第23図12~20、第11表、図版13)

出土した須恵器は、土師器と同様に全て破片であり、全体の形状のわかるものは僅かで、あった。出

した破片数は、遺構内17点(うち l点を掲載)、遺構外103点(うち 8点を掲載)の言1-120点であり、

器種は菱、杯、妻などである。 12はつまみ付きの蓋である。ロクロ成形されており、天井部には箆状

による調整痕が認められる。図上復原による口径15.3cm、器高2.8cm である。 13~15 と 17 ・ 18は

杯で、 13~15は回転箆切り技法によりロクロから切り離されている。 17 ・ 18はロクロ成形切り離し後

に付高台している。また、 13は形状が図上復原できたもので、器高3.8cl11、底径7.3cm、口?歪13.3cl11で、

ある。 16は本来の一形を失っているが、欠損部の縁を整形して小皿に転用したものと思われる。整形後

の口径7cm、器高1.8cl11、高台径4.5cmで、ある。 19・20は歪である。時期は回転箆切りの坪の特徴から

土師器と同じく 9世紀の中頃と推定される c

3 陶磁器(第24図21~26、第25図27~38、第261羽39~51、第27図52~60、第28図61 ~70、第12

第13表、図版14~17) 

した胸磁器は、図示した52点を含め535点である。このうち遺構内出土は21点と僅かである。

これらの胸磁器には、国産陶磁の須恵器系、中i:lt陶器、瀬戸・美濃、近世陶磁器のほか貿易陶磁として

染付(明か)などがある。中でも須恵器系中i止陶器 (21~51) が最も多く、器種は措

鉢 (21~38) を主体に、護か牽 (39~50) と四耳査と思われるもの (51) である。また、小破片

地を特定しがたい資料もあるが、 61~65 ・ 67は瀬戸・美濃産であり、 53の青磁は中国i折江省龍泉窯の

製品である。中世陶磁器の時期は、ほとんどがお~15世紀と推定される。

4 木製品(第29図71~78、第14表、図版18)

した木製品の点数は、遺構内 5点(うち 3点を掲載)、遺構外16点(うち 5点を掲載)、計21点

である。器種は出物(柄杓) 2点(容器、底板がl点ずつ)、箸4点、漆器破片 l点、それ以外14点
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第2節出土遺物

は用途不明のものである。柄杓容器 (71)には四角い穴があけられており、本来は柄が付いていたも

のと推察される。また、口縁部には使用時の痕跡が認められ、側板内面には縦方向に刻みが施されて

いる。この技法は「切り 1]33げjと呼ばれるもので、 rm物をi曲げやすくする効果がある。底板表面(内

に見られる中心-縁側方向に走る刻みは、製作時の目印と考えられ、 72にも同様の刻みが見られ

る。図示しなかった漆器は朱漆塗りの椀底部で、本来高台が付いていたものであろう。朱漆を塗る前

に生漆で下塗りを施しており、皮膜の下に下地となった生漆部分が黒く残されている。

5 金属製品(第30図79~94、第15 、 16表、図版19)

遺構内から 3点(うち 2点を掲載)、遺構外から21点(うち12点を掲載)、計24点が出土した。器穫

は鉄挺l点、釘3点、煙管5点、警 l点、刀子 1点、銭貨7点、それ以外の 6点は用途不明のもの(う

ち4点は鉄砲玉に類似した金属球)である。鉄艇は鉄素材の流通単位で、山形県の三条遺跡や青森県

の浪岡城跡に出土類例がある。銭貨は、宋銭2枚(!開寧元賢一初鋳1068年、元結通蜜-初鋳1086年)

がSB37掘立柱建物跡の柱穴 (P1 )の底から重なって出土し、江戸期のもの 5枚(寛永通賓4、

保通賓 1)はいずれも遺構外から出土した。煙管の残存部位は4点が雁首、 l点が吸口である。

このほか鉄浮が遺構内外から出土した。柱穴様ピット10基、井戸跡4基、土坑1基、鍛冶炉跡1

計16遺構から総量3.749kgが出土したが、これらの遺物は l基確認された鍛冶炉跡 (SN96)周辺に

集中している。遺構外から 105kgが出土したが、その出土地点も遺跡東端部に集中している。

G 土製品(第31図95~ 104、第32図105~ 108、第17~20表、図版19)

遺構内から 3点(3点すべてを掲載)、遺構外カミら47点(うち11点を掲載)、計50点が出土した。

種は土製支ijtn1点、土錘8点、輔の羽口4点、それ以外の37点は用途不明のものである。土製支脚は

下端部に iUJ字状の切り込みが1個入る円筒形状のもので、粘土紐の援合痕をわずかに残す。出土

した土錘8点のうち 7点は遺構外からのものであったが、 l点 (97)はSB39掘立柱建物跡の柱穴 (P

13)から出土した。このうち完形または全体の形状が推定できるもの6点 (97、錦、的、 100、101.

102)すべてが、管;1)¥土錘あるいは箆形土錘と呼ばれるもので、曳網・巻網に使用したものとされる。

これらは中央部付近に稜をもつもの (97、98、102)ともたないもの (99、100、101)とに細分され

る。また97、錦、 102の外面には被熱痕が認められた。輔の羽仁14点中3点は遺構外からの出工/こっ

たが、 l点 (105)はSK P 310柱穴様ピットからの出土だった。

ア 石製品(第32図109~110、第33図111~ 117、第21、22表、図版20)

3点(うち 2点を掲載)、遺構外16点(うち 7点を掲載)、計四点が出土した。器種は砥石8

点、縄文時代の石器製作時の剥片 5点、それ以外の6点は用途不明のものである。出土した砥石8

のうち近世以前のものと推定される 7点を掲載した。砥石はその石賀、石目から荒砥・中砥・仕上砥

の3種に分類される。荒砥は[研ぐJよりむしろ「削る」に近い機能をもっ道具で、主に刃物の生産

や供給につながる者(刀鍛冶・研師等)が手にする道具である。中砥は主に刃物や陶磁器の器面の仕

上げや調整、保守に使用されることが多く、用途・需要が最も広い砥石である。イ土日氏は裏刃をも研

げる砥石を指し、大工道具のような繊細な刃先や汚!いてj切る刃をつけるのに適している。
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第4章調査の記録

からは荒砥が2点 (113、117)、中砥が2点 (111、112)、仕上砥が3点 (114、115，116)が出土し

ている。

8 その他の遺物

遺構内から骨片、炭化した穀物等が少量出土した。骨片(1 種別不明)はSK P273柱穴様ピ

ットから出土した。米は SE252井戸跡・ SE316井戸跡.S E326井戸跡から、

S E316井戸跡から、桃の核は SE358井戸跡から出土した。

引用・参考文献

はSE252井戸跡・

・秋田県教育委員会 『洲崎遺跡 県営ほ場整備事業(浜井川地j玄)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 秋田県

文化財調査報告書第303集 2000 (平成12)年

-柴田陽一郎 「秋田県内における土製支脚についてJ r秋田県埋蔵文化財センター研究紀要J第8号 1993 (平
成 5)年

-秋田県教育委員会 『館堀城跡一県営ほ場整備事業(寺沢地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ー』 秋田県文

化財調査報告書第320集 2000 (平成12)年
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第4章調査の記録

第10表土師器観察表

挿図 出土 色調

番号 地点
残存部位 備考

タト 回 内 国

21-1 KS63 小鉢 口縁部から底部 2.5YR8/1灰白 2.5YR8/1灰白 底部外国に l条の沈線文

SKP25 

Lつd MP43 土不 胸部から底部 7.5YR8/6浅黄櫨 7.5YR7/6穫 回転糸切り(右)

3 LS56 翠 口縁部から腕部 7.5YR7/4にぶい十登 7. 5YR7/61登 後15.5c111

SX385 

4 LS56 草J壁U 口出量音15から日間部 7.5YR7/4にぶいキ登 7.5YR7/4にぶい4登 胴部外面にタタキ自

5 SX385 翠 仁川議部から胸部 7.5YR6/4にぶいj登 7.5YR8/6浅黄櫨 胴部外面にタタキ目

22-6 LS57 斐 口五表部から腕部 7.5YR7/4ーにぶい1笠 7.5YR8/4浅黄櫨 胴部外国にタタキ日

'7 SX385 翠 腕部 7.5YR6/3にぷ¥.-'t呂 7.5YR8/4浅黄;陵 内外両国にタタキ呂

8 MJ47 聾 底部 10YR8/3浅黄桜 lOYR8/2灰白 底箆6.6c111

9 MK47 事J立笹」 底 部 10YR8/3浅黄糧 10YR8/3浅黄掻 底径7.0C111

10 MJ47 斐 胴部から底部 10YR8/2灰白 10YR8/3浅黄糧 底径6.5c111

11 MH44 斐 胴部から底部 7.5YR6/4lこぶし吋笠 7.5YR7/4lこぶし叶宣 底在8.2c111

第11表須恵器観察表

挿図 出土 色調

番号 地点
5:¥王4 手'rヲTご 立ロiitJ iμムr 備 考

外 国 内 面

23-12 ME43 蓋 つまみから天井部 7.5YR6/1褐灰 5YR5 

13 MH44 坪 口縁部から底部 lOYR61l褐灰 10YR7/1灰白 回転ヘラ切り

14 LT40 士ィ 底部 lOYR7/1灰白 lOYR7/1灰白 自転ヘラ切り

15 MH44 坪 底部 2.5YR71l灰白 2.5YR7/1灰白 回転ヘラ切り

16 SE252 杯 底部 5 Y5/1)天 5 Y5/1)天 き、転用血

17 LS54 士不 底部 2.5Y7/1灰白 2.5Y7/1灰白 ュさ， 

18 表採 勾: 底部 lOYR7/1灰':J lOYR7/1灰白 高台イ寸き

19 LM44 護 肩部から胴部 5 Y6/1灰 5 Y6/1灰 内外両面にタタキ自

20 LE64 歪 月間 部 5 Y5/1灰 5 Y6/1灰 内面に当て具痕、外国にタタキ目
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第4章調査の記録

第12表須恵器系中世陶器観察表

挿図 出土 色調

番号 地点
器種 残存部位 備考

外 面 内 面

24-21 SKP161 日縁部から底部 5Y6/1灰 5Y6/1灰 13世紀のものか

LF57 

ωつ以つ LD54 口京芸部 N5/1灰 N5/1灰

LD59 

23 SE176 J雷鉢 底部 2.5Y6/1黄灰 2.5Y6/2灰黄 底部外面に被熱痕

24 SM343 播鉢 底部 2.5Y6/l黄灰 2事5Y6/1黄灰 底部外国に被熱痕

25 LF53 J雷鉢 底部 N4/1灰 N4/1灰 静止糸切り、外聞に紬

26 LG63 播鉢 底部 lOYR7斗にぶい黄麓 lOYR7/4にぶい黄程 回転糸切り(右)

5 -27 LA59 掻鉢 口縁部 2.5Y6/1黄灰 2.5Y5/1黄灰

28 LD66 播鉢 口帝京音日 2.5Y5/1黄灰 I 2.5Y日灰
29 SE211 片鉢 口市表音5 N4/1灰 N5/1灰

30 SE176 j雷<fr* 口縁部 5Y5/1}天 5Y6/1灰

31 SB03P21 播鉢 口市支部 5Y5/1灰 5Y5/1灰 割れ口に漆付着

32 13トレ 措鉢 N3/1暗灰 N3/1暗)天

33 LK59 揺鉢 5Y7/1灰白 5Y7/1灰白

34 LK59 播鉢 口縁部 5Y6/1灰 5Y6/1)天

35 LM55 措鉢 口縁部 5Y5/1灰 5Y6/1灰

36 LK47 播鉢 口注意部 N3/1暗灰
N3/1暗灰-

N8/1灰白(斑;1犬)

37 LG48 摺鉢 腕部 N3/1培灰 5Y5/1灰

38 LE64 揺を本 腕部 5Y6/1灰 5Y6/1灰 割れ口に認さ付着

26-39 KS63 室か壷 仁i縁部 5Y5/1庇 5Y4/1灰

40 SE358 蓋 肩部 N6/1灰 2.5Y3/1黒褐 外面にタタキ白

41 LS54 淳こb首UE 肩部 N4/1J天 N5/1灰 内面に当て具痕、外面にタタキ思

42 KR60 2五告己5 肩部 5Y4/1灰・5Y8/1灰白(斑状) 5Y6/1灰 外面にタタキ日

KS61 
斐43 

LD63 
胸部 N6/1灰 10YR4/1掲灰 内面に当て具痕、外面にタタキ自

44 LE61 護 胸部 N4/1灰 N5/1灰 内閣に当て具痕、外国にタタキ自

45 LH59 主こEおZコ 胸部 Y5/1灰 外部に押印文様

46 LC67 斐 日阿 部 5Y6/1)夫 5Y7/1灰白 外部に押印文様

47 LF60 翠 月間 部 5Y4/1灰 5Y7/1灰白 外部に押印文様

48 LC57 斐か琵 月間 部 5Y5/1灰 5Y5/1灰

49 LC67 護か壷 月間 部 5Y5/1灰 5Y5/1灰 外面にタタキ自

50 SK448 議 底部 2.5Y6/1黄灰 2.5Y6/1黄灰

51 SE176 笠コl=玄 肩部 7.5YR4/3褐 7. 5YR5/3~こぶし=褐 外部に櫛日波;I}e文
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第2節出土遺物

第13表陶磁器観察表

挿図番号 出土地点 器種 備考

27-52 MD57 手:ヨえ緩A 口注意部 白石急百類 (12世紀)

53 S K P66 t沌 iコ縁部 青磁、龍泉三器産 (12世紀末~13世紀前半)

54 LM44・LM45 染付皿 底部 龍か獅子の文様あり、中国産か

55 L S59 染付盟l 底部 植物の文様あり、中

56 L F53 染付盟 底部 寿の文様あり、中国産か

';)/ LA¥J';) 染付皿 底部 中国産か

58 L A63 . L B64 染付胆 底部 中国産か、文様不明

59 L H59 染イ寸皿 底部 中国産か、植物の文様あり

60 L R46 染付血 底部 中国産か、文様不明

28-61 S K P433・LD60 )夫紬平椀 口縁部 古瀬戸中N期 (14世紀中葉)

62 S E316 灰紬平椀 底部 古瀬戸中N期 (14t!t紀中葉)、被熱痕

63 L D58・LC59 国 口縁部から 瀬戸・美濃

64 L H59 小血 口縁部から 瀬戸- 回転糸切り(右)

65 L F63 不明 底部 志野か

66 LM44 火鉢 口縁部から月間部

67 MH43 瓶子か 月間 部 瀬戸

68 KR66 ゴji

69 MK41 基

70 L D61 把手かつまみ
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第4章調杏の記録

第14表木製品観察表

挿図番号 出土地点 器種 さ(口径) [IJ~ (器高) さ

29-71 S E176 曲物(柄杓) 10.5 10.5 

72 L F50 由物(柄杓)底板 9.3 6.8 1.1 

73 L E53 箸 7.2 0.7 0.6 

L E63 半1云i 9.5 0.8 0.7 

75 L H50 13.8 O. 7 O. 7 

76 S E316 14.3 0.7 0.6 

77 S E316 用途不明 12.5 0.9 0.4 

78 L F51 用途不明 13.6 3.5 1.2 

※単位:cm 

第15表金属製品観察表

挿図番号 出土地点 器種 さ IIJ~ さ さ

30-79 L L59 鉄挺 20.3 2.1 1.2 95.6 

80 l¥r1A45 長I 6.2 0.9 1.3 7.0 

81 ML36 釘 9.1 1.5 1.0 11. 5 

82 L E68 釘 8.3 2.2 2.6 51. 3 

83 MD53 刀 十 8.7 2.4 1.0 28.0 

84 L K50 不 明 4.0 2明1 2.0 39.0 

89 L G56 煙 7.2 1.7 1.4 5. 7 

90 L G58 '壇 7.0 1.7 1.7 8.2 

91 L R42 !煙 7.3 1.6 1.5 5.9 

92 L P48 3.1 1.4 1.4 4.1 

93 L H52 f墨 6.6 0.9 0.9 3.9 

94 L D53 11. 6 4.3 0.2 13.2 

※単位:C111、g

第16表銭貨観察表

※単位:C111、g
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挿図番号 出土地点 さ 外径

31-97 SB39P13 6.8 4.2 

98 LC64 6.5 4.1 

99 LA63 5.0 3.6 

100 LG60 (4.8) 

挿図番号 出土i也点 長 d ー・ !幅

32-105 SKP310 10.0 7.0 

106 LD63 6.7 6.5 

第2節出土遺物

第17表土製支脚観察表

色調

(内外面ともに)5YR7/4 (にぶい糧)

第18表土製品観察表

色調

7.5YR6/6 

第四表土錘観察表

※単位:cm 

備考

行き止まりの穴があいている

来単位:cm、g

内径 さ 挿図番号 出土地点 さ 外径 内径 ムe♂ 

1.4 86.8 32-101 KT63 (4.3) (11. 0) i 

1.3 85.5 102 LE60 (7.2) 

0.9 46.8 103 LC57 (3.2) (2.3) (0.5) 

(19.0) 104 LN49 (2.7) (3.6) 

来単位:cm、g ()内は残存値

第20表羽口観察表

ムeゼ' ~ 挿図番号 出土地点 ~ i幅 ムLP-A r ムeマ

3.6 170.0 32-107 MJ41 3.5 5.7 2.5 87.2 

3.5 99.2 108 LI62 5.2 4.8 3.8 42.8 

※単位:cm、g
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第2節出土遺物

第21表石製品観察表

挿図番号 出土地点 石質 長 さ 中高 厚 さ 重 さ

32-109 S D02 浮石 13.1 8.91 8.5 208.8 

110 S E555 安山岩 9. 7 4.3 2.8 454.6 

※単位:cm、g

第22表砥石観察表

挿図番号 出土地点 石質 種別 産地 長さ i隔 さ さ

31-111 L 055 頁岩 中砥 在地B (15.0) 6.1 3.7 280.0 

112 L C57 頁岩 中砥 不明 (12.5) 4.5 3.5 306.6 

113 L E59 砂岩 荒砥 不明 (9.0) 8.0 4.8 328.3 

114 L F51 仕上砥 在地A (出羽) (7.0) 5.1 1.4 80.2 

115 MF49 頁岩 仕上砥 在地 (3.5) 2.0 5.0 4.7 

116 MQ48 石LムJ 仕上砥 在地A (出羽か) (4.8) 1.9 2.7 26.1 

117 L F57 砂 荒砥 不明 (5.1) 6.5 2.8 125.0 

来単位:cm、g ()内は残存値

凡例

産地については、下記の文献を参照されたい。

参考文献

汐見一夫 「砥石について一中世遺跡出土の仕上げ砥を中心に f中世北陸の右文化 1j 

北陸中世考古学研究会 1999 (平成11)年

71 



生会民吾~ 向島長千:1.，当，出f:-!J，ニ」士I手
7p  v 守=む に1"‘，'1""1丁ーμ:;ノJ'1ノl

第5章 自然科学的分析

第 1節放射性炭素年代測定

山形秀樹(パレオ・ラボ)

1 放射性炭素年代測定について

大浦遺跡から出土した炭化物試料7点と箸片試料 l点、併せて 8点の放射性炭素年代をAMS法に

て測定した。

試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、 (グラファイト)に調整した後、加

速器質量分析器 (AMS) にて測定した。測定された1.JC濃度について向位体分別の補正を行ったあ

と、補正した14C濃度を用いてHC年代値 (yrBP:AD1， 950年から何年前かを示した値)を算出した。

なお、年代値の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用して年代値を算出した。

また、付記した年代誤差は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差 (Onesigma) に相当す

る年代である。試料ので計数率と現在の標準炭素(Modemstandard carbon)の14C計数値の比が14C(Sζ嘘ト

pule) /14C (modern) 孟 1の時は、 Modernと表示する。

2 同位体分別の補正について

表示した同位体比 (%0) は標準値からのずれを示し、 813Cの値は、試料炭素の13C/12C比を質量分析

器で測定し、標準にPDBを用いて、 813C=[1 (13C/12C) (S出npule)-(13C/12C) (PDB) f / (13C/12C) 

(PDB) ] X 1000によって算出された値である。試料の813C値を…25.0%。に規格化することにより、

測定された813Cの値を用いてUc濃度を補正し、これを用いてl-1C年代値を算出した。従って、表示したJ.1

c年代値は同位体分別効果による測定誤差に補正した年代値である。

3 暦年代較正について

暦年代較正は、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された14C年代値 (yrBP) に対

し、過去の宇宙線強度の変動による大気中のllC濃度の変動および半減期の違い (14Cの半減期 5，730

土40年)を補正し、より正確な年代を求めるために11C年代を暦年代に変換することである。具体的

には、年代既知の樹木年輪の14C年代の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代と14C年代の比

較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いてHC年代と暦年代の関係を調べたデータにより、

較正曲線を作成し、これを用いて較正暦年代値を算出する。較正暦年代値の算出にRadiocarbonCalibra開

tion program* CALIB rev. 4. 3{Reference for datasets used: Stuiver，M.， Reimer，P.J.，Bard，E.，Beck，J.W.， Bu汀，

G.S.， Hughen，K.A.，Kromer，B.，McCormac，F.G.， v.d. PlichtムandSpurk，M. (INTCAL98: Stuiver et al.， 199 

8 a). Radiocarbon 40: 1041-1083f を使用した。なお、交点年代値は14C年代値に相当する較正

曲線上の年代値であり、 lσ年代幅は14C年代誤差に相当する年代になる。暦年代への較正は約二万年

前から、 ADl， 950年までが有効であり、 しないものについては較正暦年代値を村村*またはMod同

emと表示する。また、 AD 1. 955*Modemを意味する。ただし、一万年以前のデータはまだ不完全で
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第 1 節故射性炭素年代i~1j定

あるため注意する必要がある。

較正暦年代値に関しては、 14C年代値の参考として記載しているものである。

表 1.放射性炭素年代測定結果

| 測定番号
試料データ

813C 14C年代値

(測定方法) PDB (8) (yrBP土 lσ) 交点年代億

PLD-801 炭化物 No.1 -25.0 615土25 cal AD 1，320 

(AMS) 60R S K192 cal AD 1，350 

第3層 cal AD 1，390 

PLD-802 炭化物 No.2 -23.4 730土25 cal AD 1，285 

(AMS) 60R S EOl 

第9層

PLD-803 炭化物 No.3 -27.9 655土25 cal AD 1，300 

(AMS) 60R S E176 cal AD 1，375 

覆土中 cal AD 1，380 

PLD-804 箸片 No.4 -25.6 590土25 cal AD 1，330 

(AMS) 60R S E316 cal AD 1，345 

覆土中 cal AD 1，395 

PLD-805 炭化物 No.5 -27.0 4，345土30 cal BC 2，920 

(AMS) 60R S E715 

覆土中

PLD-806 炭化物 No.6 -25.5 525土25 cal AD 1， 415 

(AMS) 60R S D716 

覆土中

PLD-807 炭化物 No.7 -25.7 3. 31O::l:25 cal BC 1，605 

(AMS) 60R S D02 cal BC 1，560 

床面直上 cal BC 1，535 

PLD-808 炭化物 No.8 -24.0 525士25 cal AD 1，325 

(AMS) 60 R S K P383 cal AD 1，345 

覆土中 cal AD 1，395 

引用文献

中村俊夫 (2000) 放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の14C年代、 p.3-20

Stuiver，M.and Reimer，P.J. (1993) Extended14CDatabase and Revised 

CALIB3. 0l4CAge Calibration Program.Radiocarbon， 35， p.215-230. 
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較正暦年代値

1σ年代幅

cal AD 1，305 to 1，330 

cal AD 1，340 to 1，370 

cal AD 1，380 to 1，395 

cal AD 1，275 to1，290 

cal AD 1，295 to 1，305 

cal AD 1，365 to 1，385 

cal AD 1，320 to 1，350 

cal AD 1，390 to 1，405 

cal BC 3，010 to 2，985 

cal BC 2，925 to 2，910 

cal AD 1，405 to 1，425 

cal BC 1，680 to 1，670 

cal BC 1，625 to 1，525 

cal AD 1，305 to 1，365 

cal AD 1，305 to 1，400 



第6章まとめ

第G章まとめ

大浦遺跡では発掘調査の結果、遺構として掘立柱建物跡7棟、柱穴列3条、柱穴様ピット594基、

竪穴状遺構 l基、井戸跡17基、土坑12基、鍛冶炉跡 1基、溝跡10条、道路跡1条、その他の遺構2基

を検出し、遺物は土師器、須恵器、陶磁器、由物・箸などの木製品、鉄宮廷、銭貨などの金属製品、土

錘・羽口などの土製品、砥石などの石製品が出土した。 遺構と遺物について記述し、当時の景観につ

いて推察したい。

1 遺構と遺物について

調査区東端部から検出した遺構群の配置を考える際、 SD02溝跡と SD531溝跡とを繋ぐラインを

ひとつの境界と見なすことができる。検出した 7棟の掘立柱建物跡のうち 4棟 (SB03・37・39・55

掘立柱建物跡)は、これらの溝に区画された範囲から検出した。 SD02溝跡に並行する SA11柱穴列

は、溝の内と外とを隔てる板塀の痕跡と考えられ、 SA280柱穴列は、 SB55掘立柱建物跡にともな

うものと推定される。注目すべきは、これらの掘立柱建物跡・溝跡・柱穴列がSM343道路跡に対し

て一定の方向性をもつことであり、これらは同時期に存在したと推定される。

遺構群の所属する時期については、出土した鴇の羽口・須恵器系中世陶器及び貿易陶磁器、炭化物

年代測定の結果がその指標となる。 SK P310柱穴様ピットからは、輔の羽口(第32図105)が出土し

た。内径4.2cm、外径10.0cm(いずれも推定値)という数値から、この羽口は、大型炉を備え効率化

した中世期以降のものであると推定され、本遺跡の遺構内外から総計約 6kgの鉄淳が出土しているこ

と、鍛冶炉跡 (SN96)が検出していること、そしてこれらの出土・検出地点が中世の掘立柱建物跡

が集中する遺跡東端部の極めて限られた範聞に集中していることから、中世の所産として捉えること

ができる。元来、本遺跡の位置する芋JII流域(内越地区)は輔の羽口や鉄淳を出土する地点が多いこ

とで知られており、古くから鉄生産が活発に行われていたことが推定される。本遺跡の上流2.8kmに

位置する新漆畑遺跡では、土師器出土量の2倍以上と推定されるおびただしい量の鉄浮が出土し、遺

跡の位置する場所はカナクソと俗称されていた。また本遺跡の北東11.5kmに位置する絵図書森遺跡(大

内町葛岡)では、大量の鉄i宰と中世と推定される端の羽口が出土し、鉄の一大供給地があった可能性

が指摘されている。須恵器系中世陶器は計95点が出土したが、遺構内出土の18点は、すべて調査区東

側に位置する掘立柱建物跡・井戸跡・土坑・道路跡・柱穴様ピットから出土した。わずか l点ずつで

はあるが、白磁・青磁も出土している。白磁(第27図52)は12世紀のもの、 SK P66柱穴様ピットか

ら出土した劃花文の描かれた青磁は、 12世紀末----13世紀前半の龍泉窯産である。また井戸跡・土坑か

ら出土した炭化物の年代測定結果は、いずれも 14~15世紀の年代を示している。これらのことを陶磁

器類の生産年代と使用年代の差を考慮して、東側遺構群構築の時期を初源13世紀、下限15世紀と考え

たい。

2 大浦遺跡当時の景観について

秋田県内での中世道路跡の検出例は、歌内・中田面.13+1崎遺跡に続いて4例目となる。道路遺構そ
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のものへの認識が最近始まったことであることを十分念頭に置きながら、以下に想像される当時の景

観について述べてみたい。

道路遺構の東側は芋JlI右岸につきあたる。芋川の川湊があり、連絡道路として使用されたと考えら

れる。また、芋川は、 9世紀後半頃には山岳信仰の霊地とされた保呂羽山に源を発し、本遺跡の0.9

km下流で、子吉JlIと合流し日本海に注ぐことから、本遺跡、の位置は分岐点にある川湊として、極めて重

要な位置を占めていたと想定される。一方、道路遺構の西側は、遅くとも中世末期にはその存在が確

されている、古利・新山神社方向に向かつて延びている。地理的・人文的条件からすると、本遺跡

が物資の集散地としての機能と門前町的な機能とを兼ね備えていた可能性もある。そこは、いわゆる

一般的な人々が居住した農漁村とは性格を異にした、都市的な機能を果たす空間 (J11湊・津)であっ

たのかもしれない。来跡した塩谷順耳氏は、「この屋敷を経営する主体が中小領主であることは、屋

敷内を東西に走る道路に求められる。この道は他所から土砂を運び踏み閉めたもので、!福ー長さから

推しでかなりの労働力を必要とする。従ってこの造成は集落を支配する領主でなければならない。こ

の道路の利用は]11岸に向かっているから、漁業、及び芋川・子古川の舟運にかかわるものと考えられ、

それに従事した主体者も屋敷に住む武士であろう。古い青磁の出土もそれを立証している。J註1)と

し、本遺跡が在地領主の生活拠点であるという氏の論の根拠として道路遺構を取り上げている。

発掘調査の結果の中に、「どのような階層の、誰が」この遺跡の運営主体となったのかを結論づけ

る資料を見出すことはできなかったので、本遺跡の性格を広義的に「中世の集落跡Jとした。しかし、

鉄生産が行われていたこと、同時代の類例と比較しでも見劣りのしない規模の道路が造成されていた

ことは、そこに何らかの権力が介在したことを窺わせるに余りある。対岸に位置する川口館を含め、

ごく僅かではあるが者修品である貿易陶磁器も見つかっている。一漁師が住んでいたとは思えない4

間X4間の総柱擁立柱建物跡、(S B 39)の柱穴 (P13)から、埋納された土錘(第31函97)が出土し

たことは、水利 .i魚、労を掌握するものがそこに住んでいたことを想像させる。

遺跡西側にある新山公園内の「三望苑Jからは、今も眼下に子古川|・芋111の流れを、西方には雄大

な日本海を眺望することができるが、この地 と大浦が「要衝の地jであるを思わずにはいられ

ない。その思いは、河川交通が大きなウェイトを占めていた中世の頃であれば、尚のことであったと

考えられる。

註1.塩谷)11買耳 「大河兼任の周辺一中小領主の遺跡など 『秋田市史研究J第10号 2001 (平成13)年
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ふ り がな おおらいせき

書 名 大浦遺跡

高リ 名 芋川災害復旧等関連緊急事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番号 第336集

編著者名 粟津光男・鈴木茂・熊谷誠・由村瑞保
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所 在 地 〒014-0802 秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋20 TEL0187-69-3331 

発行年月日 西暦2002年3月

ふりがな ふ がな コード 北韓 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 月)了 主血 市町村遺跡番号
。/// 。/// 

町l

おおらいせさ あ fニI"fんiまんじようし

大浦遺跡 秋田県本荘市 05205 39
0 

140
0 

20000522 13， 700ぱ 芋川災害復旧

おおらあざ γはしり 等関連緊急事

大浦字八走 24〆 03/ 業に係る事前

1;[んち{王か 発掘調査

145番地外 01 35// 20001013 

所収遺跡名 種別 な時代 主な遺跡 な遺物 特記 項

大浦 f亦 散在地 平安時代 土師器・須恵器

集落跡 中 世 掘立柱建物跡 7 掘立柱建物跡、井戸

柱穴列 3条 陶磁器-曲物 跡、道路跡等の遺構か

柱穴様ピット 594基 砥石・銭貨 らなる中世の 落跡

竪穴状遺構 l基 羽口・鉄i幸 で、出土遺物から13佐

井戸跡 17基 炭化米ほか 紀~15世紀を中心とす

土坑 12基 る年代であることが明

鍛J台炉跡 1 らかとなった。

溝勘; 10条

道路跡 l条

]立 世 その他の遺構 2基 陶磁器・銭貨

他
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掛遺構名を付したSKP柱穴様ピソトは、遺物が出土したものに限って記載した。大浦遺跡遺構配置図付図


